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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ビ
デ
ラ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

９
月
26
日
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ(

国
際
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟)

女
子
バ
ン
タ

ム
級
王
者
の
吉
田
実
代(

36
＝

日
本)

の
次
戦
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
吉
田
は
、
10
月

23
日(

水)

、
格
闘
技
の
殿
堂
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ジ
ソ
ン
・

ス
ク
エ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
で
同
級

1
位
の
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
・
メ
ト

カ
フ(

39=

米)

を
迎
え
撃
つ
。

昨
年
4
月
に
活
動
拠
点
を
米
国

に
移
し
た
吉
田
は
、
同
年
12

月
、
昨
年
12
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
あ
っ
た
国
際
ボ
ク
シ

ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｂ
Ｆ
）
バ
ン
タ

ム
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
エ
バ

ニ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス(

38=

豪)

に
判
定
勝
ち
し
、
世
界
2
階
級

制
覇
を
達
成
。
米
国
で
初
の
防

衛
戦
と
な
る
。

　

吉
田
は
本
紙
に
「
10
月
23
日

は
待
望
の
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
試
合
が
出
来
て
嬉

し
い
で
す
。
昨
年
11
月
か
ら
進

化
し
た
姿
を
見
せ
て
必
ず
リ
ベ

ン
ジ
し
ベ
ル
ト
を
守
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

女
子
バ
ン
タ
ム
級
王
者 

吉
田
美
代

初防衛戦決まる
23日マジソン・スクエア・ガーデンで

ＩＢＦ女子バンタム級のベルトを持つ吉田実代（写真・本人提供）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
来
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
様
式
の
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
の
導
入
に
つ
い
て
の
留
意

事
項
を
発
表
し
た
。

　

２
０
２
５
年
３
月
24
日
か
ら

導
入
さ
れ
る
「
２
０
２
５
年
旅

券
」
は
偽
変
造
対
策
を
強
化
す

る
た
め
、
人
定
事
項
ペ
ー
ジ
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
基
材
を
用
い
た

も
の
で
、
同
日
以
降
す
べ
て
の

旅
券
は
日
本
の
国
立
印
刷
局
に

お
い
て
集
中
作
成
さ
れ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
旅
券
の
申
請
か
ら

交
付
ま
で
に
か
か
る
所
要
日
数

は
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る
（
申
請
か
ら
交
付
ま
で
通

常
３
〜
４
週
間
程
度
）。
そ
の

た
め
、
現
在
所
持
す
る
旅
券
の

有
効
期
間
を
い
ま
い
ち
ど
確
認

し
、
早
め
の
切
替
申
請
を
検
討

す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
。
残

存
有
効
期
間
が
１
年
未
満
の
場

合
に
切
替
申
請
が
可
能
。

　

具
体
的
な
交
付
日
に
つ
い
て

は
、
申
請
時
に
交
付
予
定
時
期

の
目
途
が
伝
え
ら
れ
、
交
付
準

備
が
整
っ
た
段
階
で
再
度
連
絡

さ
れ
る
（
窓
口
で
の
書
面
申
請

の
場
合
は
申
請
時
に
記
載
し
た

Ｅ
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
連
絡
、

Ｏ
Ｒ
Ｒ
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
場
合
は
登
録
さ
れ
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ

る
）。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
遠
隔
地
に
在
住
す
る
邦
人

か
ら
の
郵
送
に
よ
る
仮
申
請
サ

ー
ビ
ス
も
終
了
と
な
る
。
遠
隔

地
在
住
者
に
つ
い
て
は
、
特
段

の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
来
館
が

交
付
時
の
１
回
の
み
で
手
続
き

が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

利
用
を
検
討
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。 

　

な
お
、
来
年
３
月
24
日
以
降

の
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
旅
券
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（ http://www.

ny.us.emb-japan.go.jp/jp/
html/ 

）
で
改
め
て
案
内
す
る

と
し
て
い
る
が
「
申
請
か
ら
交

付
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
、
十

分
な
時
間
を
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
時

に
旅
券
を
交
付
す
る
こ
と
も
可

能
」
と
し
て
い
る
。　

　

電
子
申
請
の
利
用
方
法
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

ny.us.emb-japan.go.jp/
itpr_ja/passport-online-
application.html

を
参
照
。

新
様
式
旅
券
は
日
本
で
作
成

来
年
３
月
24
日
か
ら
施
行

　
石
破
内
閣
が
日
本
で
1
日
正

式
に
発
足
し
た
。
自
民
党
の
石

破
総
裁
は
10
月
15
日
公
示
、
27

日
投
開
票
の
日
程
で
衆
議
院
総

選
挙
を
行
う
意
向
を
総
理
就
任

前
に
表
明
。﹁
全
国
の
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
の
選
挙
準
備
の

観
点
か
ら
表
明
し
た
﹂
と
説
明

し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
海

外
で
も
、
有
権
者
が
投
票
す
る

在
外
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
在
外
公
館
で
は
投
票
に

向
け
た
準
備
に
入
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
に
よ
る
と
﹁
こ
れ
ま
で
の
例

に
な
ら
え
ば
、
公
示
の
翌
日
か

ら
在
外
公
館
投
票
を
行
う
こ
と

に
な
る
が
、
現
時
点
で
在
外
公

館
投
票
の
日
程
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
選
挙
の
日
程
が

決
定
さ
れ
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
案
内
す
る
﹂
と
し
て

い
る
。
日
程
が
正
式
に
発
表
に

な
っ
て
か
ら
、
有
権
者
が
郵
便

投
票
す
る
場
合
は
、
公
示
ま
で

の
時
間
が
少
な
い
た
め
、
今
か

ら
で
も
早
め
に
投
票
用
紙
を
日

本
国
内
の
地
元
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
請
求
す
る
必
要
が
あ

る
。
在
外
選
挙
に
投
票
す
る
た

め
に
は
在
外
選
挙
人
証
が
必

要
。
投
票
期
間
は
、
在
外
投
票

さ
れ
た
投
票
用
紙
を
全
世
界
の

在
外
公
館
の
館
員
が
日
本
に
持

ち
帰
り
、
外
務
本
省
か
ら
日
本

全
国
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

開
票
日
の
27
日
ま
で
に
届
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
日
本
国
内

の
投
開
票
日
今
月
27
日
の
数
日

前
に
締
め
切
ら
れ
る
。
海
外
の

有
権
者
で
在
外
投
票
す
る
人

は
、
地
元
の
立
候
補
者
に
関
す

る
情
報
を
各
自
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
調
べ
て
投
票
す
る
必

要
が
あ
る
。

衆議院在外選挙実施へ
公示日の翌日から投票
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旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ホ

テ
ル
経
営
者
、
経
験
豊
富
な
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
旅
行
者
と
い
っ

た
ホ
テ
ル
業
界
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
６
０
０
人
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
る
「
世
界
の
ベ
ス
ト
ホ
テ
ル

50
」
が
発
表
さ
れ
た
。
際
立
っ

た
デ
ザ
イ
ン
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
最
高
水
準
の
サ

ー
ビ
ス
な
ど
で
評
価
さ
れ
る
。

　

9
月
17
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
行

わ
れ
た
授
賞
式
で
、
今
年
の
ベ

ス
ト
ホ
テ
ル
の
栄
冠
に
輝
い
た

の
は
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ

ク
に
あ
る
「
カ
ペ
ラ
バ
ン
コ

ク
」
だ
っ
た
。
チ
ャ
ル
ン
ク
ル

ン
地
区
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
を

見
下
ろ
す
よ
う
に
位
置
す
る
こ

の
ホ
テ
ル
は
、
ス
イ
ー
ト
や
ヴ

ィ
ラ
を
含
む
１
０
１
室
が
あ

り
、
料
金
は
約
５
４
０
ユ
ー

ロ
（
約
8
万
６
０
０
０
円
）
か

ら
。
２
位
は
、
昨
年
首
位
を
獲

得
し
た
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
湖

畔
に
あ
る
豪
華
絢
爛
な
ホ
テ

ル「Passalacqua

」。
3
位
は
、

昨
年
2
位
だ
っ
た
香
港
の
高
層

ホ
テ
ル「
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
香
港
」

と
な
っ
た
。
４
位
以
下
は
次
の

通
り
。４
位Cheval Blanc

（
パ

リ
、
フ
ラ
ン
ス
）、
５
位The 

Upper House

（
香
港
）、
６

位Raffl  es Singapore

（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
）、
７
位
ア
マ
ン

東
京
（
東
京
）、
８
位Soneva 

Fushi
（
モ
ル
デ
ィ
ブ
）、
９
位

Atlantis The Royal（
ド
バ
イ
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）、
10
位

Nihi Sumba

（
ス
ン
バ
島
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ホ
テ
ル
は
、
30
位
ザ
・
カ

ー
ラ
イ
ル
、
37
位
ア
マ
ン
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブhttps://

www.theworlds50best.
com/hotels/list/1-50

参
照
。

世界のベスト
ホテルランキング
栄冠はタイの
カペラバンコク

　

日
本
生
ま
れ
、
米
国
育
ち

で
映
画
監
督
か
ら
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
に
転
身
し
た
緒
方
篤
に

よ
る
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

「Sizzling All Stars & One 
Hot Japanese Guy

」
が
10
月

20
日
（
日
）
午
後
５
時(

開
場

は
午
後
４
時
30
分
）
か
ら
、
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ブ
ロ
ー
ド
・
コ

メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
西
53
丁

目
３
１
８
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。

　

米
国
内
外
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

仲
間
を
集
め
た
シ
ョ
ー
で
、
コ

メ
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
や
レ
イ

ト
シ
ョ
ー
な
ど
で
も
知
ら
れ
る

メ
キ
シ
コ
、
モ
ル
ド
バ
、
米
国

出
身
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
参

加
。
各
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
は
、
い

つ
も
の
ネ
タ
の
他
に
「
日
本
」

に
関
す
る
ジ
ョ
ー
ク
も
交
え
て

上
演
す
る
。
出
演
者
は
緒
方
の

他
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ス
コ
ッ
ト
・

マ
ク
フ
ァ
デ
ン
、オ
ー
ド
リ
ー
・

モ
ー
ラ
、
パ
ッ
ト
・
モ
ナ
ハ
ン
、

ヴ
ァ
ラ
リ
ア
・
ヴ
ル
ぺ
。

　

緒
方
の
コ
メ
デ
ィ
ー
は
「
ク

リ
ー
ン
」
で
知
的
、
自
身
の
経

験
を
基
に
し
た
半
自
伝
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
や
観
察
、
社
会
的
コ

メ
ン
ト
を
反
映
し
た
ス
タ
イ
ル

で
知
ら
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
卒
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
大
学
院
卒
。

富
士
通
在
籍
後
、
フ
リ
ー
の
映

像
作
家
、
脚
本
家
、
監
督
な
ど

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し
て
異
色
の

経
歴
の
持
ち
主
だ
。
世
界
中
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
何
を
し
て

も
、
店
員
、
運
転
手
、
配
達
員

な
ど
に
人
違
い
さ
れ
る
「
国
際

版
の
寅
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
軽
い
ノ
リ
が
売
り
だ
。
当
初

は
自
作
映
画
の
主
人
公
「
浴
衣

カ
ウ
ボ
ー
イ
」の
衣
装
を
着
て
、

そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
上

演
し
て
い
た
が
「
緒
方
篤
」
自

身
と
し
て
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
を

継
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
コ
メ
デ

ィ
ー
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

は
、
映
画
祭
な
ど
で
行
わ
れ
た

上
映
後
の
質
疑
応
答
で
の
観
客

の
笑
い
。
以
前
、
東
京
で
外
国

人
向
け
に
英
語
で
上
演
し
た

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
ズ
ー
ム
で

上
演
し
て
い
た
が
、
２
０
２
２

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・

コ
メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
や
ロ
ド

ニ
ー
ズ
な
ど
で
上
演
。
６
月
に

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
北
ハ
リ
ウ

ッ
ド
の
コ
メ
デ
ィ
ー
・
シ
ャ
ト

ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「
ベ

ス
ト
・
オ
ブ
・
フ
ェ
ス
ト
」
に

入
選
、８
月
に
も
バ
ー
バ
ン
ク
・

コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
入
選
し
て
い
る
。　

こ
れ

ま
で
に
一
番
難
し
か
っ
た
こ
と

は
と
聞
く
と
「
映
画
の
場
合
、

脚
本
を
書
い
て
か
ら
、
そ
れ
を

お
客
さ
ん
の
前
で
試
せ
る
ま

で
、
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か

る
の
で
す
が
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
の
場
合
、
早
い
時
は
、
そ
の

日
の
う
ち
に
新
し
い
ネ
タ
を
試

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ネ
タ

が
受
け
る
か
ど
う
か
は
試
行
錯

誤
で
す
の
で
、
挫
折
し
な
が
ら

何
回
も
試
さ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
面
白
く
、
有
意
義
な
ネ
タ

を
起
案
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
理
解

し
、
笑
え
る
よ
う
な
表
現
方
法

や
適
切
な
リ
ズ
ム
で
伝
え
な
い

と
、
観
客
に
は
笑
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ス
タ
ン

ド
ア
ッ
プ
特
有
の
上
演
技
術
も

修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
演
技
の
経
験
、
お

よ
び
即
興
劇
や
質
疑
応
答
の
経

験
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、「
観

客
と
対
話
す
る
様
な
フ
リ
を
し

な
が
ら
、
前
も
っ
て
準
備
し
た

ネ
タ
を
混
ぜ
る
」
と
い
っ
た
ス

タ
ン
ド
ア
ッ
プ
特
有
の
技
術
を

極
め
る
の
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
ネ
タ
の
起
案
・
執
筆
と
、

上
演
技
術
に
加
え
、
も
う
一
つ

の
ハ
ー
ド
ル
は
、
近
年
大
勢
の

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
活
動
し
て
い

る
の
で
、
競
争
が
激
し
く
、
コ

メ
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
上
演
す

る
場
や
機
会
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど

多
大
の
努
力
が
必
要
と
な
る
事

で
す
」
と
ス
テ
ー
ジ
と
は
違
っ

た
真
顔
で
話
し
た
。

    （
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　
　
　
　
　
　

◇

　

入
場
料
は
25
ド
ル
。（
チ

ケ
ッ
ト
割
引
コ
ー
ド

は
「OGATA

」）

チ

ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
broadwaycomedyclub.
com/shows/sizzling-all-
stars-one-hot-japanese-
guy/

を
参
照
す
る
。

浴
衣
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
に

ＮＹで20日にライブ

緒方篤さん

https://neuroacuny.com/
https://minglesoho-ny.com/
https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.broadwaycomedyclub.com/shows/sizzling-all-stars-one-hot-japanese-guy/
https://www.theworlds50best.com/hotels/list/1-50
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10 月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

第 18回秋のヘルスフェア 10/13まで 

■ 10月３日（木）10:30am-2pm 「イザベラ・ハウス見学」
JAAから行く人は 9:30am集合。

■ 4日（金）10:30am-12pm @ JAA Hall アップルキッズ主催「灘
田篤子先生の歌って踊って親子で触れ合おう！」JAAに予約

■ 4日（金）5pm-6:30pm 「上島幸恵ソプラノ・コンサート〜
最後の手紙〜太平洋戦争の英霊の言葉」＠ JAAホール

■ 7日（月）10am-12pm 「シニアの無料ヘアカット」　田原ミ
チさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はるかさん
がヘアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 10日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話無料法
律相談室 (移民法以外 )」。要予約。各 30分

■ 10日（木）12pm-2pm「10月の第 1敬老会」BentOn のお弁当。
会費＄5。会場、デリバリー・ピックアップ希望者は要予約

■ 13日 (日 )10am-12pm 「加納麻紀先生指導の乳幼児＆成人の
心肺蘇生（CPR）ワークショップ」

■ 14日（月）コロンバスデーにて JAA事務局はお休み
■ 17日（木）10am-12pm「寺井真美弁護士米国移民法の電話
無料相談室」各 15分。要予約

■ 17日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
�い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

■ 21日（月）9:00am「第 30回 JAAチャリティーゴルフ大会
＠ New York Country Club」 優勝者には ANAビジネスクラス
の航空券、豪華賞品や参加賞などが用意されます。参加費
$270（内 $100税金控除）定員 72人。申込みは JAAまで

■ 24日（木）12pm-2pm「10月の第２敬老会」BentOn のお弁当。
Iwaki Band の音楽をお楽しみください。会場参加、デリバリー
＆ピックアップ希望者は要予約。会費 $５　10月のお誕生
会をします

■ 26日（土）10am-12pm 「Online JAA日本語教育秋の研修会」
講師：ジャパンソサエティー倉原一栄先生テーマ：ふむふむ・
わくわく・オノマトペ　英語で onomatopoeia

＊メディケアプランの変更期間は 10月 15日から 12月 7日ま
で。相談したい方は JAAまでご連絡ください！メディケア
の専門の方をご紹介します。

　　　　　　
＊ 11月 2日（土）10am-2pm 「JAAバザー」

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
グ

ル
ー
プ
展
「TSUNAGU 

〜
絆

ぐ
〜
」
が
9
月
28
日
と
29
日
の

２
日
間
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
60
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
で
開
催
さ
れ

た
。
タ
イ
ト
ル
「
絆
ぐ
」
に

は
異
な
る
視
点
、
経
験
、
文

化
、
時
代
を
超
え
て
人
々
が
つ

な
が
る
こ
と
の
重
要
性
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
同
展
で
は
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
12
人
に
よ
る

作
品
が
展
示
さ
れ
、
60
人
以
上

が
集
ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
ラ
イ
ブ
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
切
り
紙
で
作

っ
た
衣
装
を
ま
と
っ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
た
。
参
加

作
家
は
、
宮
坂
青
、
小
梅
や
、

Datsuwata with YOU

、
高

野
恵
美
子
、fl avor.k

、
井
村

仁
美
、
五
所
佳
奈
、
田
中
恭

子
、
シ
マ
ミ
ナ
ミ
、
乃
月
リ

エ
コ
、Sawa Art + Design 

YUKIEL

。

アートグループ展

TSUNAGU～絆ぐ～
ギャラリー60で12人

　

第
４
回
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
＆
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
の

開
催
が
２
０
２
５
年
５
月
10
日

（
土
）
に
正
式
に
決
定
し
た
。

過
去
３
回
と
同
様
に
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
非
営
利
団

体
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク（
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
兼
チ
ェ
ア
マ
ン
・

岡
本
慎
一 
日
本
生
命
保
険
相

互
会
社 

常
務
執
行
役
員 

、
オ

ノ
ラ
リ
ー
・
チ
ェ
ア
マ
ン
・
森

美
樹
夫 

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
・
大
使
）
が
主
催
、
日
本
文

化
と
日
米
の
友
好
を
祝
う
も
の

で
約
５
万
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
を
集
客
す
る
な
ど
、
初
夏
の

恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
。
森
美
樹
夫
総
領
事
・
大

使
は
「
日
本
の
優
れ
た
文
化
や

価
値
観
が
、
米
国
で
過
去
に
も

ま
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
流
れ
を
活
か
し
て
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
岡
本

慎
一
氏
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
を
２
０
２
５

年
も
開
催
で
き
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン

ト
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
多
く

の
方
々
に
『
日
本
文
化
と
日
米

の
友
好
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
る
。

　

今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
第

３
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
＆

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で
は
、

約
１
０
０
団
体
、
お
よ
そ

２
５
０
０
人
が
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
ウ
エ
ス
ト
を
練
り
歩
い

た
。
太
鼓
や
武
道
な
ど
の
伝
統

文
化
か
ら
ア
ニ
メ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
よ
う
な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
ま
で
、
日
本
の
多
様
多
彩

な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
『
舞
台
「
鬼
滅

の
刃
」』
の
キ
ャ
ス
ト
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
沿
道

に
詰
め
か
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
が
大
き
な
声
援
を
送
っ
た
。

パ
レ
ー
ド
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ

ャ
ル
を
務
め
た
元
プ
ロ
車
い
す

テ
ニ
ス
選
手
の
国
枝
慎
吾
氏
は

「
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
長

き
に
わ
た
る
友
情
を
祝
う
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。
同
時
開
催
さ
れ
た

「
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ

ア
」
は
、
前
年
に
続
き
パ
レ
ー

ド
に
隣
接
す
る
西
72
丁
目
で
行

わ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
和
食
を
中

心
と
し
た
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
を
開

催
し
て
い
る
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
」
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
24
の

屋
台
が
並
ん
だ
。

　

第
４
回
パ
レ
ー
ド
＆
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
成
功
に
向

け
、
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク

は
協
賛
・
寄
付
な
ど
の
支
援
を

広
く
募
っ
て
い
る
。
パ
レ
ー

ド
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
へ
の

支
援
・
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルparade@japandaynyc.
org

（Japan Day Inc.
事
務

局
）
ま
で
。
パ
レ
ー
ド
参
加
募

集
要
項
、
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ

ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
決
め
る
ア

ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
は

後
日
、
公
式
サ
イ
ト
（www.

japanparadenyc.org

）
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
表
さ
れ
る
。

第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

５
月
10
日
に
開
催
へ

撮
影
：
林
周
平

https://newyork-apartment-realestate.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://giip-global.com/ja/
https://www.takesushi.us/
http://ariyoshiny.com
http://hinomaru-limo.com
mailto:info@jaany.org
http://www.japanparadenyc.org
http://www.japanparadenyc.org
http://www.japanparadenyc.org
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （31）

　

９
月
９
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
映
像
の

世
紀 

9
・
11
あ
の
日
が
変
え

た
私
の
人
生
」
は
、
米
国
同
時

多
発
テ
ロ
で
息
子
を
失
っ
た
二

人
の
父
親
の
活
躍
を
放
送
し
ま

し
た
。

　

白
鳥
晴
弘
さ
ん
は
、
一
人
息

子
が
殺
さ
れ
た
理
由
を
問
い
質

し
た
い
と
ア
フ
ガ
二
ス
タ
ン
に

飛
び
、
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
宛
て
の

手
紙
を
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
支
局

に
託
し
た
が
返
事
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
米
国
の
報

復
爆
弾
で
足
を
失
っ
た
少
年

に
「
こ
こ
に
米
国
人
の
少
年
が

い
た
ら
ど
う
す
る
？
」
と
聞
く

と「
同
じ
目
に
遭
わ
せ
て
や
る
」

と
「
復
讐
」
に
燃
え
る
少
年
。

白
鳥
さ
ん
は
「
憎
し
み
の
連
鎖

を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」と
、

度
々
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ

子
供
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
経
営

す
る
居
酒
屋
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

住
山
一
貞
さ
ん
は
、
富
士
銀

行(

現
み
ず
ほ
銀
行)

の
社
員

で
あ
っ
た
息
子
を
亡
く
し
た
テ

ロ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ま
い
と

５
６
７
ペ
ー
ジ
も
の
ア
メ
リ
カ

政
府
の
報
告
書
を
10
年
が
か
り

で
翻
訳
し
て
出
版
し
ま
し
た
。

当
時
日
本
人
被
害
者
24
名
の
遺

族
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
応

は
冷
た
か
っ
た
、
と
あ
る
ご
遺

族
は
語
り
ま
す
。「
旅
費
に
加

え
補
償
請
求
書
を
翻
訳
す
る
人

ま
で
自
分
で
探
さ
ざ
る
を
得
な

い
一
方
、
日
本
大
使
館
は
遺
族

へ
の
説
明
会
を
一
度
も
開
催
し

な
か
っ
た
。
政
治
家
が
拉
致
問

題
で
は
動
い
た
が
、
9
・
11
で

は
誰
も
動
か
な
い
。
9
・
11
被

害
者
家
族
は
無
視
さ
れ
て
い

る
」
と
の
声
が
心
を
打
ち
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
超
党
派
の

議
員
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
、

9
・
11
被
害
者
家
族
、
グ
ア
ム

島
の
無
差
別
殺
傷
事
件
の
遺

族
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
被
害

者
家
族
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果

２
０
１
６
年
に
「
国
外
犯
罪
被

害
者
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
。
死
亡
で

２
０
０
万
円
、
重
度
障
害
者
に

１
０
０
万
円
の
支
給
が
確
定
し

ま
し
た
。

　

米
国
で
も
被
害
者
家
族
の
活

躍
が
光
り
ま
す
。
9
・
11
後
、

独
立
調
査
委
員
会
の
設
置
は
テ

ロ
と
の
戦
い
の
妨
げ
に
な
る
と

し
て
反
対
し
て
い
た
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
に
、
設
置
を
決
め
さ
せ
た

の
は
殉
職
し
た
消
防
士
な
ど
の

遺
族
で
し
た
。
２
０
１
９
年
9

月
の
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
は
、「
当

時
人
命
救
助
に
あ
た
っ
た
『
フ

ァ
ー
ス
ト
リ
ス
ポ
ン
ダ
ー
』（
消

防
士
や
警
察
官
）
や
、
ほ
こ
り

を
吸
っ
て
障
害
を
起
こ
し
た
人

は
延
べ
7
万
人
以
上
。
７
０
０

人
以
上
が
呼
吸
器
や
消
化
器
疾

患
、
６
０
０
人
以
上
が
ガ
ン
で

死
亡
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
を
見
て

も
、
戦
争
や
テ
ロ
を
起
こ
さ
せ

な
い
こ
と
、
そ
し
て
被
害
者
の

立
場
か
ら
物
事
を
捉
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
一
層
強
く
感
じ
ま

す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

9
・
11
日
本
人
被
害
者

家
族
の
活
躍

　

Ｎ
Ｙ
市
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ

ン
ク
ス
教
育
局
長
は
９
月
24

日
、
同
職
務
を
今
年
末
で
退
任

す
る
こ
と
を
発
表
し
、翌
25
日
、

バ
ン
ク
ス
氏
補
佐
の
ひ
と
り
で

あ
る
メ
リ
ッ
サ
・
ア
ビ
レ
ス-

ラ
モ
ス
氏
が
後
任
を
務
め
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
が
暫
定
措
置
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

ア
ビ
レ
ス-

ラ
モ
ス
氏
は
17

年
前
に
同
市
教
育
局
で
の
キ
ャ

リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
初

旬
に
モ
ン
ロ
ー
大
学
で
勤
務
を

始
め
た
が
、
バ
ン
ク
ス
氏
曰
く

「
自
身
の
退
職
と
今
後
の
教
育

局
の
計
画
を
見
据
え
て
」、
同

局
の
依
頼
で
７
月
に
元
の
職
場

に
戻
っ
て
き
た
。
バ
ン
ク
ス
氏

が
共
同
設
立
し
た
ブ
ロ
ン
ク

ス
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
・

ガ
バ
メ
ン
ト
・
ア
ン
ド
・
ジ
ャ

ス
テ
ィ
ス
で
会
見
を
行
っ
た
ア

ビ
レ
ス-

ラ
モ
ス
氏
は
自
身
を

「
不
変
性
と
献
身
の
象
徴
と
し

て
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。
ま
た
エ
リ
ッ
ク
・
ア

ダ
ム
ス
同
市
長
は
「
メ
リ
ッ
サ

は
Ｎ
Ｙ
市
公
立
校
の
ベ
テ
ラ
ン

で
あ
り
、
生
涯
の
教
育
者
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
保
護
者

家
族
を
支
援
し
て
き
た
豊
か
な

経
験
を
新
し
い
役
職
で
活
か
し

て
も
ら
い
た
い
。こ
の
職
務
に
、

今
、
ま
さ
に
必
要
な
女
性
で
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
９
月

26
日
、
Ｎ
Ｙ
市
長
と
し
て
は
初

め
て
汚
職
捜
査
を
受
け
起
訴
さ

れ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
キ
ャ
バ
ン

前
Ｎ
Ｙ
市
警
本
部
長
、
ト
ー
マ

ス
・
ド
ン
ロ
ン
同
暫
定
本
部
長
、

モ
リ
ー
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
同
市
庇

護
希
望
者
事
務
局
長
ほ
か
、
同

市
長
陣
営
の
側
近
が
次
々
に
連

邦
同
局
の
捜
査
を
受
け
る
な

か
、
バ
ン
ク
ス
氏
も
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
シ
ー
ナ
・
ラ
イ
ト
同

市
第
一
副
市
長
と
暮
ら
す
自
宅

が
家
宅
捜
索
の
対
象
と
な
っ

た
。

　

２
０
２
１
年
12
月
に
同
市
教

育
局
長
に
任
命
さ
れ
た
バ
ン
ク

ス
氏
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身

で
、
ク
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ツ
で
教
師

を
務
め
た
後
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
・
ガ

バ
メ
ン
ト
・
ア
ン
ド
・
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ス
を
共
同
設
立
、
イ
ー
グ

ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
し
た
。

同
氏
は
「
常
に
誠
実
に
毎
日
を

送
っ
て
お
り
、
同
僚
も
ス
タ
ッ

フ
も
皆
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
捜
査
の
目
的
は
ま
っ
た

く
見
当
つ
か
な
い
が
、
結
論
を

待
つ
し
か
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　

ま
た
退
任
に
関
し
て
は
、
家

宅
捜
査
が
行
わ
れ
た
９
月
４
日

以
前
に
決
断
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
た
め
一
連
の
捜
索
と
は
関

係
な
い
、
と
否
定
し
て
い
る
。

バ
ン
ク
ス
教
育
局
長
が
辞
任

ア
ダ
ム
ス
陣
営
幹
部
の
捜
査
渦
中

異文化でのストレス対策術語る
ハンター大の学生熱心に聴講
　

Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
は
通
勤
通

学
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
リ
ー
乗

船
で
水
上
か
ら
Ｎ
Ｙ
市
の
建
造

物
や
ビ
ジ
ネ
ス
街
、文
化
施
設
、

史
跡
、
公
園
の
眺
め
を
堪
能
し

て
も
ら
お
う
と
、
公
式
サ
イ
ト

上
に
独
自
の
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

　

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
ウ
ィ
リ

水上から眺める
NYCフェリーが
観光ガイド

北
九
州
市
立
大
学
准
教
授

ク
レ
シ
ー
ニ
さ
ん
が
特
別
講
義

　

北
九
州
市
立
大
学
准
教
授
の

ア
ン
・
ク
レ
シ
ー
ニ
さ
ん
（
応

用
言
語
学
）
が
9
月
23
日
と
24

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
３

大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
を

対
象
に
特
別
講
義
を
行
っ
た
。

　

23
日
は
、
ハ
ン
タ
ー
大
学
の

日
本
語
上
級
コ
ー
ス
の
学
生
を

対
象
に
「
異
文
化
で
の
ス
ト
レ

ス
を
な
く
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と

題
す
る
講
義
が
日
本
語
で
行
わ

れ
、
約
25
人
が
快
活
な
ト
ー
ク

に
爆
笑
し
な
が
ら
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。
最
初
の
３
年
は
言

葉
も
文
化
も
分
か
ら
な
い
日
本

が
嫌
い
だ
っ
た
こ
と
、
日
本
語

を
学
び
同
化
す
る
こ
と
を
心
が

け
、
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

日
本
の
生
活
が
楽
し
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
の
経
験
か
ら
、「
文

化
と
言
葉
は
つ
な
が
っ
て
い

る
。
日
本
に
住
み
た
か
っ
た
ら

日
本
語
が
一
番
大
切
。
と
に
か

く
話
し
て
、
勉
強
を
楽
し
み
、

ゴ
ー
ル
を
決
め
る
」
な
ど
と
力

説
し
た
。

　

ク
レ
シ
ー
ニ
さ
ん
は
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
出
身
、
在
日
25
年
で
昨

年
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
。『
な

ぜ
日
本
人
はupset

を
必
ず
誤

訳
す
る
の
か
』（
ア
ル
ク
）
な

ど
19
冊
を
刊
行
し
、
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
な

ど
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

「
日
本
に
住
む
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
と
思
う
。
日
本
に
住
ん

で
い
る
時
が
幸
せ
」
と
話
し
つ

つ
も
、「
１
０
０
％
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
い
ほ

う
が
い
い
」
と
も
言
い
、
並
々

な
ら
ぬ
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

24
日
午
前
に
は
フ
ォ
ー
ダ
ム

大
学
、
午
後
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生

対
象
に
講
義
が
行
わ
れ
た
。
フ

ォ
ー
ダ
ム
大
学
の
講
義
は
英
語

で
行
わ
れ
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
芸

術
高
校
で
日
本
語
を
学
ぶ
３
、

４
年
生
12
人
も
聴
講
し
た
。

　

今
回
の
特
別
講
義
は
、
昨
年

ハ
ン
タ
ー
大
学
日
本
語
コ
ー
ス

が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
依
頼
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

３
大
学
の
日
本
語
教
師
が
共
同

運
営
し
た
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

　

無
賃
乗
車
の
男
を
警
官
が
銃

撃
し
、
通
り
か
が
り
の
通
行
人

２
人
と
警
官
１
人
が
巻
き
添
え

に
な
り
計
４
人
が
負
傷
し
た
事

件
で
９
月
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
は
警
官
の
ボ
デ
ィ
カ
メ

ラ
映
像
を
公
開
し
た
。

　

事
件
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ

ッ
タ
ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
で
９

月
15
日
午
後
３
時
頃
起
き
た
。

改
札
の
バ
ー
を
乗
り
越
え
２
ド

ル
90
セ
ン
ト
の
料
金
を
払
わ
ず

無
賃
乗
車
し
た
ダ
レ
ル
・
ミ
ク

ル
ズ
容
疑
者
（
37
）
が
交
通
パ

ト
ロ
ー
ル
警
官
に
見
つ
か
り
、

い
っ
た
ん
は
改
札
口
を
出
た

が
、
非
常
口
を
使
っ
て
ま
た
戻

っ
た
た
め
警
官
２
人
が
ホ
ー
ム

ま
で
追
い
か
け
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
に
よ
れ
ば
容
疑
者
は

ナ
イ
フ
を
持
っ
て
お
り
、
捨
て

る
よ
う
何
度
も
命
じ
た
が
従
わ

ず
、
列
車
に
乗
り
込
も
う
と
し

た
と
こ
ろ
で
警
官
が
テ
ー
ザ
ー

銃
を
使
っ
た
が
失
敗
。
ナ
イ
フ

で
脅
し
て
き
た
た
め
警
官
が
銃

を
発
砲
し
た
。
ミ
ク
ル
ズ
容
疑

者
の
ほ
か
、
流
れ
弾
で
警
官
一

人
と
付
近
に
い
た
利
用
客
の
グ

レ
ゴ
リ
ー
・
デ
ル
ペ
シ
ェ
さ
ん

（
49
）
と
26
歳
の
女
性
が
負
傷

し
た
。
デ
ル
ペ
シ
ェ
さ
ん
は
重

体
で
頭
部
の
傷
で
脳
に
障
害
が

残
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

デ
ル
ペ
シ
ェ
さ
ん
は
近
く
に
あ

る
ウ
ッ
ド
ハ
ル
病
院
に
出
勤
途

中
だ
っ
た
。

　

行
き
過
ぎ
た
取
り
締
ま
り
だ

と
し
て
人
権
擁
護
団
体
や
市
議

ら
か
ら
非
難
の
声
が
上
が
り
、

デ
ル
ペ
シ
ェ
さ
ん
の
家
族
は
18

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
に
事

件
の
ボ
デ
ィ
カ
メ
ラ
映
像
の
公

開
、
徹
底
的
な
捜
査
の
開
始
、

発
砲
し
た
警
官
の
停
職
を
要
求

し
た
。
20
日
に
市
警
は
ビ
デ
オ

を
公
開
。
ミ
ク
ル
ズ
容
疑
者
は

警
察
に
向
か
っ
て
「
私
に
触
ら

な
い
で
」「
放
っ
て
お
い
て
」「
殺

警
官
発
砲
の
巻
き
添
え
で
通
行
人
重
体

ビ
デ
オ
公
開
も
被
害
者
か
ら
抗
議
の
声

さ
せ
な
い
で
」
と
叫
ん
で
い

る
。
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
ま
ま
警

官
の
方
へ
向
か
っ
て
き
た
が
、

動
き
は
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
に

警
官
が
合
計
９
発
発
砲
し
て
い

る
。
ビ
デ
オ
は
編
集
さ
れ
て
お

り
、
ミ
ク
ル
ズ
容
疑
者
が
警
官

に
「
襲
い
か
か
っ
た
」
と
の
市

警
の
主
張
は
お
か
し
い
と
の
指

摘
が
出
て
い
る
。
ミ
ク
ル
ズ
容

疑
者
は
警
官
に
対
す
る
暴
行
な

ど
の
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
。
過

去
に
逮
捕
歴
が
あ
る
。

NY市内の3大学で

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
橋
、
ア
ス
ト
リ
ア

の
ペ
プ
シ
の
看
板
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
橋
か
ら
の
徒
歩
距
離
な
ど
の
情

報
も
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
航

路
地
図
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps:// 

www.ferry.nyc/experience/
nyc-ferry-travel-guide/

を
参

照
す
る
。

mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.919usa.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https:// www.ferry.nyc/experience/nyc-ferry-travel-guide/
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アダムス市長を起訴

　

在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国

大
使
館
は
、
銀
行
職
員
や
警
察

官
等
を
装
っ
た
電
話
詐
欺
（
特

殊
詐
欺
）
の
発
生
に
関
す
る
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

最
近
、
同
館
管
轄
地
域
に
お

い
て
銀
行
や
警
察
官
を
装
い
、

銀
行
口
座
の
凍
結
や
逮
捕
を
示

唆
し
、
邦
人
の
個
人
情
報
や
金

銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
詐

欺
事
案
が
発
生
し
た
。
同
様
の

手
口
に
よ
る
詐
欺
被
害
の
報
告

は
、
ア
メ
リ
カ
の
他
の
総
領
事

館
に
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
詐
欺
の
手
口
と
し
て
、
実

在
す
る
銀
行
や
警
察
署
の
電
話

番
号
を
偽
装
表
示
し
た
着
信
が

あ
る
こ
と
、
被
害
者
名
義
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
て
武
器
の

購
入
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
停
止
や
銀

行
口
座
の
凍
結
、
ま
た
逮
捕
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
脅
さ
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
問
題
解
決
の

た
め
に
、
偽
の
警
察
Ｉ
Ｄ
や
バ

ッ
ジ
を
提
示
す
る
警
察
官
や
検

察
官
を
名
乗
る
者
達
と
の
ビ
デ

オ
通
話
に
誘
導
さ
れ
る
と
い
う

よ
う
な
、
複
数
の
人
間
が
連
携

し
、
時
間
を
か
け
て
被
害
者
か

ら
情
報
を
引
き
出
そ
う
と
す
る

特
徴
が
あ
る
。

　

不
審
な
電
話
に
対
し
て
は
、

電
話
口
の
相
手
の
指
示
に
安
易

に
従
う
こ
と
な
く
、
一
旦
電
話

を
切
っ
て
家
族
や
知
人
、
関
係

者
に
確
認
し
、
警
察
に
相
談
す

る
等
、慎
重
な
対
応
を
心
が
け
、

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注

意
す
る
。
詳
細
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://www.ny.us.

emb-japan.go.jp/itpr_
ja/11_000001_00921.
html

■
総
選
挙
で
「
勝
て
る

顔
」
が
決
め
手
■

　

自
民
党
石
破
茂
総
裁
と
立
憲

民
主
党
野
田
佳
彦
代
表
が
同
時

に
誕
生
し
ま
し
た
。
10
月
27
日

の
総
選
挙
で
、
国
民
が
日
本
の

舵
取
り
を
担
う
首
相
を
審
判
し

ま
す
。
二
人
の
共
通
点
は
紙
を

読
ま
ず
に
答
弁
が
で
き
る
政
策

力
と
演
説
力
。
総
選
挙
で
「
勝

て
る
顔
」
同
士
で
す
。
政
敵
に

対
し
て
も
敬
意
を
持
っ
て
接
す

る
政
治
家
同
士
で
、
安
倍
晋
三

元
首
相
の
国
葬
で
の
野
田
さ
ん

の
追
悼
演
説
の
格
調
の
高
さ
は

歴
史
に
残
り
ま
す
。
防
衛
族
と

し
て
知
ら
れ
る
石
破
さ
ん
が
主

張
す
る
日
米
地
位
協
定
の
改
定

が
実
現
す
れ
ば
、
独
立
国
日
本

と
し
て
当
然
の
こ
と
を
行
っ
た

首
相
と
な
り
ま
す
。
ク
リ
ー
ン

な
点
も
含
め
、
二
大
政
党
政
治

向
き
党
首
の
初
の
同
時
誕
生
と

言
え
ま
す
。

■
党
内
基
盤
の
弱
さ

が
豹
変
を
生
む
■

　

し
か
し
、
二
人
と
も
党
内
基

盤
が
弱
く
、
総
裁
・
代
表
選
で

支
援
し
て
く
れ
た
キ
ン
グ
メ
ー

カ
ー
が
君
臨
し
ま
す
。
犬
猿
の

仲
と
言
わ
れ
る
菅
義
偉
元
首
相

と
岸
田
文
雄
前
首
相
が
2
回
目

の
決
戦
投
票
で
石
破
さ
ん
を
支

援
し
、
1
回
目
一
位
の
高
市
早

苗
さ
ん
を
大
逆
転
。
こ
の
二
人

が
石
破
さ
ん
の
キ
ン
グ
メ
ー
カ

ー
。
他
方
、
以
前
「
反
小
沢
一

郎
」
勢
力
に
よ
り
首
相
に
な
っ

た
野
田
さ
ん
が
、
今
回
は
「
恩

讐
を
超
え
て
」
支
援
を
得
た
小

沢
さ
ん
が
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
。

早
速
、
石
破
さ
ん
は
党
幹
部
な

ど
の
進
言
に
よ
り
、
自
論
を
豹

変
し
て
早
期
解
散
を
決
定
し
ま

し
た
。
国
会
論
戦
で
の
野
党
の

追
及
を
避
け
て
、
総
裁
選
で
の

ご
祝
儀
相
場
で
支
持
率
が
高
い

■
政
治
へ
の
無
関
心
が

政
治
を
悪
く
す
る
■

　

同
じ
議
院
内
閣
制
の
英
国
、

豪
州
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
一
般

国
民
の
意
志
を
反
映
し
て
首
相

が
選
ば
れ
、
政
権
交
代
も
起
き

て
い
ま
す
。
投
票
で
政
治
を
変

え
ら
れ
る
と
い
う
国
民
の
実
感

が
存
在
し
ま
す
。日
本
で
も「
政

治
と
は
税
金
、
医
療
、
所
得
を

決
め
る
自
分
の
利
害
そ
の
も
の

で
あ
る
」
と
い
う
事
実
を
受
け

止
め
、国
民
一
人
一
人
が
考
え
、

行
動
す
る
ま
と
も
な
民
主
主
義

が
必
要
で
す
。
国
民
が
政
治
に

無
関
心
で
あ
る
ほ
ど
、
政
治
が

悪
く
な
り
ま
す
。

（
藤
田
幸
久
、
衆
議
院
・
参
議

院
議
員
各
二
期
。財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
現
在
、
国
際

Ｉ
Ｃ
日
本
協
会
会
長
）

論
壇
抄

う
ち
に
選
挙
を
行
う
魂
胆
が
見

透
か
さ
れ
、
支
持
率
と
株
価
が

下
落
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
ド
ロ
ド
ロ
し
た
永
田
町

の
実
態
は
、
日
本
の
民
主
主
義

の
根
本
的
欠
陥
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
首
相
と
一
般
国

民
と
の
間
に
存
在
す
る
「
二
重

の
壁
」
で
す
。
首
相
は
国
民
に

選
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
民

に
選
ば
れ
た
国
会
議
員
に
よ
っ

て
選
ば
れ
る
と
い
う
壁
。
党
首

は
国
会
議
員
と
党
員
に
よ
っ
て

選
ば
れ
ま
す
が
、
そ
の
党
員
と

一
般
国
民
と
の
間
に
壁
が
存
在

し
ま
す
。日
本
の
党
員
は
企
業
、

農
協
、
医
師
会
、
労
働
組
合
、

宗
教
団
体
な
ど
の
利
害
関
係
者

が
多
く
、一
般
国
民
が
少
な
い
。

こ
れ
が
第
2
の
壁
で
す
。

二
大
政
党
向
き
党
首
の
同
時
誕
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
（
64
、
民

主
党
）
が
26
日
、
贈
賄
、
詐
欺
、

違
法
な
外
国
か
ら
の
選
挙
資
金

集
め
な
ど
５
件
の
罪
で
起
訴
さ

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
の

公
邸
と
な
っ
て
い
る
グ
レ
イ
シ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
同
日
午
前
、

連
邦
捜
査
官
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
が
突

入
。
正
午
前
に
連
邦
検
察
当
局

は
、
大
陪
審
に
よ
り
市
長
が
起

訴
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
ト
ル

コ
か
ら
何
年
も
の
間
、
無
料
航

空
券
、
海
外
で
の
豪
華
な
宿
泊

費
、
違
法
な
選
挙
資
金
を
受
け

取
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

起
訴
状
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム

ス
氏
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
長
時

代
か
ら
10
年
に
わ
た
っ
て
汚
職

と
収
賄
が
疑
わ
れ
る
。
贈
り
物

や
寄
付
の
見
返
り
と
し
て
、
区

長
や
市
長
の
影
響
力
を
行
使

し
、
例
え
ば
ト
ル
コ
領
事
館
の

高
層
ビ
ル
建
設
に
消
防
局
か
ら

安
全
許
可
を
得
る
な
ど
ト
ル
コ

当
局
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
。

　

ア
ダ
ム
ス
氏
は
26
日
午
後
に

グ
レ
イ
シ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
外

で
記
者
会
見
を
開
き
、
不
正
行

為
を
強
く
否
定
、「
私
は
選
挙

で
選
ば
れ
た
仕
事
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
く
」
と
市
長
職
に

と
ど
ま
り
、「
全
力
と
全
精
神

を
尽
く
し
て
」
罪
状
と
戦
う
と

述
べ
た
。
市
長
を
同
市
の「
恥
」

だ
な
ど
と
抗
議
す
る
市
民
ら
に

よ
っ
て
中
断
も
生
じ
る
混
乱
の

な
か
会
見
は
行
わ
れ
た
。
同
氏

は
27
日
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に

出
廷
し
、
罪
状
認
否
で
無
罪
を

主
張
し
た
。
30
日
に
は
ト
ル
コ

政
府
へ
の
便
宜
は
合
法
だ
っ
た

と
し
、
裁
判
所
に
贈
賄
罪
の
棄

却
を
求
め
た
。

　

起
訴
さ
れ
た
市
長
に
対
し
て

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ
カ
シ

オ
＝
コ
ル
テ
ス
連
邦
下
院
議
員

を
は
じ
め
と
す
る
民
主
党
議
員

の
何
人
か
は
辞
任
を
求
め
て
い

る
。
一
方
、
連
邦
下
院
の
ハ
キ

ー
ム
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
院
内
総

務
（
民
主
党
）
は
「
推
定
無

罪
」
の
原
則
を
当
て
は
め
る
べ

き
だ
と
し
た
。
市
長
を
解
任
す

る
権
限
を
持
つ
キ
ャ
シ
ー
・
ホ

ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
も
26
日
夜

の
声
明
で
「
選
択
肢
を
残
し
て

お
く
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ

た
。
公
民
権
運
動
の
指
導
者
で

あ
る
ア
ル
・
シ
ャ
ー
プ
ト
ン
師

は
ホ
ウ
ク
ル
知
事
に
ア
ダ
ム
ス

市
長
を
解
任
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

連
邦
機
関
は
、
ア
ダ
ム
ス
市

長
に
対
し
て
は
２
０
２
２
年
の

市
長
就
任
以
来
、
監
視
を
強
め

て
い
た
。
昨
年
11
月
に
は
連
邦

検
察
と
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
ア
ダ
ム
ス
市

長
の
電
子
端
末
を
押
収
。
ま
た

市
長
側
が
ト
ル
コ
政
府
と
共
謀

し
違
法
な
外
国
か
ら
の
献
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
疑
い
で
、
市

長
の
首
席
資
金
調
達
者
だ
っ
た

ブ
リ
ア
ン
ナ
・
サ
グ
ス
氏
の
家

宅
捜
査
を
行
う
な
ど
し
て
い

た
。

　

捜
査
が
進
展
す
る
な
か
、
こ

こ
数
週
間
は
高
官
が
相
次
い
で

辞
任
す
る
な
ど
市
政
は
大
混
乱

に
陥
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
携

帯
電
話
な
ど
を
押
収
さ
れ
て
い

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
カ
バ
ン
本
部
長
は
９

月
13
日
に
辞
任
。ま
た
ト
マ
ス
・

ド
ン
ロ
ン
本
部
長
代
行
も
13
日

に
家
宅
捜
索
を
受
け
た
。
市
長

の
主
任
顧
問
で
あ
る
リ
サ
・
ゾ

ー
ン
バ
ー
グ
氏
も
13
日
に
辞

任
、
ア
シ
ュ
イ
ン
・
バ
サ
ン
市

保
健
局
長
官
は
23
日
に
辞
任
し

た
。
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市

長
の
長
年
の
政
治
顧
問
で
あ
る

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
＝
マ

ー
テ
ィ
ン
首
席
顧
問
は
市
長
起

訴
後
の
27
日
に
、
連
邦
検
察
と

Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
よ
っ
て
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
自
宅
を
捜
索
さ
れ
携
帯
電

話
を
押
収
さ
れ
た
。
召
喚
状
も

送
ら
れ
て
い
る
。

　

来
年
の
任
期
満
了
前
に
市
長

が
辞
任
あ
る
い
は
解
任
さ
れ
た

場
合
は
、
市
政
監
督
官
ジ
ュ
マ

ー
ニ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
氏
が
後

任
と
な
る
。
辞
任
や
解
任
が
な

く
て
も
、
す
で
に
来
年
の
市
長

選
挙
に
向
け
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
氏
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ッ
ド
・
ラ

ン
ダ
ー
会
計
監
査
官
、
ス
コ
ッ

ト
・
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
前
会
計
監

査
官
ら
市
の
高
官
や
州
上
院
の

ゼ
ル
ナ
ー
・
マ
イ
リ
ー
議
員
や

ジ
ェ
シ
カ
・
ラ
モ
ス
議
員
ら
、

そ
し
て
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ

モ
元
州
知
事
ら
が
市
長
の
座
を

狙
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

５
つ
の
罪
状
す
べ
て
で
有
罪

と
な
れ
ば
、
市
長
は
最
長
で
懲

役
45
年
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
検
察
が
賄
賂
容
疑
を

立
証
す
る
の
は
困
難
か
も
し
れ

な
い
と
指
摘
す
る
法
律
専
門
家

も
い
る
。
ア
ダ
ム
ス
氏
が
受
け

取
っ
た
と
さ
れ
る
賄
賂
の
金
額

は
10
万
ド
ル
と
違
法
な
選
挙
資

金
で
、
他
の
公
職
汚
職
事
件
に

比
べ
れ
ば
少
額
。
賄
賂
の
多
く

は
部
下
の
証
言
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
可
能
性
が
高
い
た
め
、

部
下
が
ア
ダ
ム
ス
氏
の
知
ら
な

い
う
ち
に
独
断
で
行
っ
て
い
た

と
ア
ダ
ム
ズ
氏
の
弁
護
団
が
主

張
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

た
め
検
察
は
追
加
の
訴
追
を
求

め
る
可
能
性
が
高
い
と
の
声
が

あ
る
。

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
の
移
民
政
策
を
批
判

し
た
た
め
に
連
邦
検
察
が
動
い

た
と
証
拠
は
あ
げ
ず
示
唆
し
て

い
る
。
し
か
し
起
訴
を
発
表
す

る
記
者
会
見
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
南
部
地
区
連
邦
検
察
の
ダ
ミ

ア
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
検
事

は
、
こ
の
事
件
が
政
治
的
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
否
定

し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
カ

リ
ー
ン
・
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル

報
道
官
も
記
者
団
に
対
し
、
司

法
省
の
起
訴
決
定
に
バ
イ
デ
ン

政
権
は
一
切
関
係
な
い
と
語
っ

た
。

ニューヨーク市の公式ホームページに掲載された NY市長の紹介文

銀
行
員
や
警
察
官
装
う

電
話
詐
欺
が
多
数
発
生

在
米
日
本
大
使
館
が
注
意
呼
び
か
け
る

収
賄
な
ど
５
つ
の
罪
で

無
罪
主
張
し
辞
任
し
な
い
意
向
表
明

相
次
ぐ
高
官
辞
任
で
市
政
は
大
混
乱

市
長
選
に
向
け
て
準
備
も
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室
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年
金
受
給
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
時
の
手
続
き

＊
日
本
の
年
金

　

年
金
の
受
給
期
間
は
受
給
資

格
を
取
得
し
た
月
の
翌
月
か
ら

死
亡
し
た
月
ま
で
で
す
。
年
金

の
支
給
時
期
は
偶
数
月
つ
ま
り

２
・
４
・
６
・
８
・
10
・
12
月
の

年
６
回
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
支

払
月
に
前
月
、
前
々
月
の
分
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
4
月

振
り
込
ま
れ
る
の
は
2
月
分
と

3
月
分
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

４
月
に
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
4

月
分
ま
で
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
か
ら
6
月
に
な
っ
て
4
月
分

が
振
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
死
亡
届
け
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
と
5
月
分
も

自
動
的
に
振
り
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合
は

５
月
分
を
返
却
す
る
必
要
が
生

じ
面
倒
な
手
続
き
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の

場
合
、
5
月
分
は
振
り
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
死
亡
届
を
早
く
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と

最
大
1
年
間
分
の
過
払
い
が
生

じ
、
そ
の
分
を
日
本
年
金
機
構

に
返
却
す
る
義
務
が
発
生
し
ま

す
。最
大
1
年
と
な
る
理
由
は
、

毎
年
「
現
況
届
」
が
誕
生
月
に

提
出
さ
れ
な
い
と
年
金
の
支
払

い
が
自
動
的
に
ス
ト
ッ
プ
す
る

か
ら
で
す
。

　

で
は
年
金
受
給
中
の
方
が
死

亡
し
た
場
合
、
周
り
の
方
は
ど

う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

（
1
） 

年
金
支
給
を
止
め
る
為

の
手
続
き

　

年
金
の
支
給
を
止
め
る
た
め

に
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

（
様
式
第
５
１
５
号
）
を
年
金

事
務
所
に
郵
送
す
る
か
日
本
在

住
の
方
に
届
け
て
も
ら
い
ま

す
。「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

は
日
本
年
金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
で
検

索
す
れ
ば
簡
単
に
取
得
で
き
ま

す
。
届
出
の
項
目
は
死
亡
し
た

年
金
受
給
者
の
①
基
礎
年
金
番

号
、
年
金
コ
ー
ド
②
生
年
月
日

③
名
前
④
住
所
⑤
死
亡
年
月
日

で
す
。
死
亡
届
の
添
付
書
類

と
し
て
死
亡
診
断
書
（Death 

certifi cate

）
の
提
出
が
必
要

で
す
。
そ
の
際
、
主
要
な
項
目

の
翻
訳
を
行
い
、
翻
訳
者
の
氏

名
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
主

要
な
項
目
と
は
死
亡
者
の
①
氏

名
、
性
別
、
生
年
月
日
②
死
亡

の
日
時
③
死
亡
の
場
所
④
死
亡

原
因
で
す
。

　

予
め
「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
に
①
か
ら
④
ま
で
を
記
載

し
お
き
、
あ
と
は
死
亡
日
だ
け

を
記
入
す
れ
ば
良
い
状
態
で
備

え
て
お
く
の
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
死
亡
届
を
提
出
す
る
先
の

年
金
事
務
所
は
基
本
何
処
で
も

良
い
で
す
。
年
金
事
務
所
の
住

所
等
の
案
内
は
日
本
年
金
機
構

の
Ｈ
Ｐ
で
検
索
で
き
ま
す
。
な

お
日
本
年
金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
、
原
則
と
し
て
「
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
」
の
提
出
を

省
略
で
き
ま
す
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
前
提
と
し
て

住
民
票
を
日
本
の
市
町
村
役
場

に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
の
死
亡

届
が
管
轄
の
市
町
村
役
場
に
提

出
さ
れ
れ
ば
、
死
亡
の
情
報
が

自
動
的
に
日
本
年
金
機
構
に
も

共
有
さ
れ
る
の
で
「
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
」
の
提
出
の
必
要

は
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
日
本
年
金
機
構

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
か
つ

住
民
票
が
日
本
に
あ
る
方
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

（
２
）
未
支
給
が
あ
る
場
合

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
や
、

亡
く
な
っ
た
日
よ
り
後
に
振
込

ま
れ
た
年
金
の
う
ち
、
亡
く
な

っ
た
月
分
ま
で
の
年
金
に
つ
い

て
は
、
未
支
給
年
金
と
し
て
死

亡
さ
れ
た
方
と
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
上
記

の
例
で
４
月
に
亡
く
な
ら
れ
る

と
４
月
分
ま
で
年
金
の
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
死
亡
届
の

提
出
に
よ
り
４
月
分
の
受
取
人

が
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
未
支
給
分
の

請
求
権
利
者
が
未
支
給
請
求
を

行
い
ま
す
。
請
求
の
権
利
が
出

来
る
方
は
、
死
亡
し
た
受
給
権

者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
兄

弟
姉
妹
、
そ
の
他
３
親
等
の
順

に
な
り
ま
す
。
又
、
生
計
を
維

持
す
る
と
は
①
原
則
、
同
居
し

て
い
た
こ
と
②
受
給
対
象
者
の

前
年
の
収
入
が
８
５
０
万
円
未

満
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

未
支
給
の
請
求
は
未
支
給
年

金
・
未
支
払
給
付
請
求
書
（
様

式
第
５
１
４
号
）で
行
い
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
①
年
金
証

書
・
年
金
手
帳
②
生
計
同
一
の

申
立
書
他
で
す
。
年
金
受
給
権

者
死
亡
届
（
様
式
５
１
５
号
）

が
複
写
と
な
っ
た
書
類
で
す
。

日
本
年
金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
で
検
索

す
れ
ば
未
支
給
年
金
・
未
支
払

給
付
請
求
書
お
よ
び
年
金
受
給

権
者
死
亡
届
（
報
告
書
）
に
つ

い
て
そ
の
説
明
と
用
紙
が
取
得

で
き
ま
す
。

（
3
） 

遺
族
年
金

　

遺
族
年
金
は
、
国
民
年
金
ま

た
は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
（
現
在
保
険
料
を
払
っ
て
い

る
方
）
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ

っ
た
方
（
過
去
に
保
険
料
を
払

っ
て
い
た
方
、
年
金
受
給
者
）

が
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ

の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
で
す
。
遺
族
年

金
の
受
給
権
の
あ
る
場
合
は
別

途
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
詳
細
は
別
途
ご
説
明
し
ま

す
。

＊
米
国
の
年
金
（
日
本
在
住
の

方
の
場
合
）

　

米
国
年
金
の
受
給
期
間
は
、

受
給
者
の
死
亡
月
の
前
月
分
ま

で
で
す
。
日
本
の
年
金
は
死
亡

月
ま
で
受
給
で
き
ま
す
が
こ
の

点
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

米
国
年
金
は
日
本
国
内
で
は

翌
月
払
い
で
す
の
で
例
え
ば
４

月
に
振
り
込
ま
れ
る
の
は
３
月

分
で
す
。
で
す
か
ら
４
月
に
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
は
４
月
振
込

分
ま
で
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
死
亡
連
絡
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
よ
っ
て
過
払
い
分
が
発

生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
年
金
課
か
ら
過
払

い
分
の
返
金
方
法
に
つ
い
て
案

内
が
あ
り
ま
す
。

（
1
） 

年
金
支
給
を
止
め
る
為

の
手
続
き　

　

年
金
支
給
を
止
め
る
た
め
に

以
下
の
情
報
を
適
宜
用
紙
に
記

載
し
て
米
国
大
使
館
年
金
課
に

郵
送
し
ま
す
。
さ
ら
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
除
籍
謄
本
を
１
通

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
項
目
は
死
亡
し
た
年

金
受
給
者
の
①
氏
名
②Social 

Security

番
号
（
不
明
な
場
合

は
生
年
月
日
）
③
生
年
月
日
④

死
亡
日
⑤
死
亡
し
た
場
所
（
都

道
府
県
名
）
さ
ら
に
連
絡
さ
れ

る
方
の
⑤
氏
名
⑥
連
絡
先
⑦
受

給
者
と
の
関
係
で
す
。
郵
送
先

は
〒
１
０
７
ー
８
４
２
０
東
京

都
港
区
赤
坂
1
丁
目
10
ー
５
米

国
大
使
館
領
事
部
年
金
課
。

（
２
）
配
偶
者
・
家
族
年
金
・

死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　

要
件
を
満
た
せ
ば
死
亡
者
の

配
偶
者
（
９
か
月
間
以
上
故
人

と
結
婚
し
て
い
る
）、
子
供
だ

け
で
は
な
く
親
に
も
遺
族
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
葬
式

費
用
と
し
て
２
５
５
ド
ル
の
死

亡
一
時
金
が
死
亡
者
の
家
族
に

支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
時
か
ら

２
年
以
内
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

遺
族
が
米
国
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
、
上
記
の
年
金
支

給
を
止
め
る
手
続
き
を
す
れ
ば

自
動
的
に
配
偶
者
・
家
族
年
金

か
ら
遺
族
年
金
へ
の
切
り
替
え

と
死
亡
一
時
金
支
払
い
の
手

続
き
が
年
金
課
で
行
わ
れ
ま

す
。
遺
族
が
米
国
年
金
を
受

給
し
て
い
な
い
場
合
は
米
国

大
使
館
年
金
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
電
話
03
・

３
２
２
４
・５
０
０
０
）。

40

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
は

9
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
今
年

の
総
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
一

環
と
し
て
国
連
事
務
副
総
長
が

主
催
し
国
連
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
局
が
運
営
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ラ
ウ
ン
ジ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
３
０
年
の
持
続
可
能
な
開

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ラ
ウ
ン
ジ
地
域
か
ら
始
ま
る
解

決
策 

／ 

第
79
回
国
連
総
会

発
目
標
ま
で
残
り
6
年
と
迫
る

中
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
、

直
面
す
る
課
題
に
国
家
間
を
通

し
て
、
地
元
か
ら
も
協
力
し
て

取
り
組
む
方
法
が
話
し
合
わ
れ

た
。

■
４
つ
の
解
決
の
方
向
性

　

地
域
か
ら
始
ま
る
行
動
が
と

て
も
大
切
だ
と
の
認
識
で
一
致

し
て
い
る
。
地
域
の
分
断
や
格

差
拡
大
や
気
候
変
動
に
対
応
す

る
た
め
、
地
元
人
の
適
切
か
つ

迅
速
な
行
動
が
必
要
で
あ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
次
世
代
の
目
標

を
守
る
た
め
の
話
し
合
い
が
焦

点
と
な
っ
た
。

1 

市
民
参
加
の
重
要
性: 

市
民

が
も
っ
と
政
治
に
参
加
で
き
る

よ
う
参
加
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
が
必
要
。

2 

地
方
リ
ー
ダ
ー
の
役
割: 

地

方
の
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
、
疎
外

さ
れ
た
人
々
の
声
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
地
域
の
問
題
解
決

に
つ
な
が
る
。

3 

民
主
主
義
の
保
護: 

民
主
主

義
が
弱
く
な
っ
て
い
る
国
々
も

あ
り
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
や

皆
な
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
を

守
る
こ
と
が
急
務
。

4 

グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
へ
の
対

応: 

地
域
レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
強
化
し
、
草
の
根
の

取
り
組
み
か
ら
世
界
的
な
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
が
解
決
策
の

一
つ
。

■
未
来
へ
の
提
案

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
持
続
可

能
な
社
会
を
築
く
た
め
に
は
包

摂
的
で
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
る
こ
と
、
市
民
が
行
動
を

起
こ
し
参
加
し
や
す
く
、
す
べ

て
の
人
が
政
治
に
関
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
特
に
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
や

市
民
が
協
力
し
行
動
す
る
こ
と

で
、
声
を
上
げ
づ
ら
か
っ
た
人

た
ち
の
意
見
が
大
切
に
さ
れ
れ

ば
、
都
市
地
域
の
問
題
や
格
差

を
解
決
し
、
公
平
で
持
続
可
能

な
未
来
に
向
か
う
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
る
道
筋
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
民
主
主
義
の
基
本
的
な
原

則
を
守
る
こ
と
が
焦
点
と
な

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
は
、
個

人
の
参
加
や
協
力
が
欠
か
せ

ず
、
今
後
も
さ
ら
な
る
地
域
の

活
性
化
が
必
要
だ
。

■
古
市
裕
子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ-

Ｎ
Ｙ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×

日
系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ

Ｎ
Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧

米
企
業
１
２
事
例
集
／
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
×
次
世
代
×
企
業
価
値
︼

https://www.amazon.co.jp/
dp/B09NVMP2DF

　

国
際
港
湾
労
働
者
協
会
は
9

月
30
日
、
米
東
海
岸
と
メ
キ
シ

コ
湾
岸
の
港
湾
労
働
者
が
10
月

1
日
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

す
る
方
針
だ
と
同
社
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
発
表
し
た
。
米
国

東
海
岸
の
労
使
交
渉
を
巡
り
、

米
国
海
運
連
合
が
新
た
な
労
働

協
約
の
契
約
期
限
前
の
合
意
に

向
け
た
「
道
筋
を
阻
み
」
続
け

て
い
る
と
批
判
し
、
ス
ト
に
突

入
す
る
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
組
合
側
は
、

組
合
員
の
労
働
力
を
使
わ
ず

に
、
港
湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ト
ラ

ッ
ク
を
処
理
す
る
た
め
に
自
動

化
技
術
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が

現
行
の
労
働
契
約
に
違
反
し
て

い
る
と
主
張
し
労
使
交
渉
が
中

断
し
て
い
た
。
1
週
間
の
ス
ト

ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
米
国
経
済
に
約
21
億
ド
ル

の
損
失
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
、

そ
の
大
半
は
、
生
鮮
食
料
品
な

ど
が
予
定
ど
お
り
に
配
達
さ
れ

な
い
商
品
に
関
す
る
も
の
で
、

15
億
ド
ル
の
損
失
に
な
る
も
の

と
見
ら
れ
る
。

　

米
西
海
岸
で
は
２
０
１
４
年

か
ら
翌
年
ま
で
の
9
か
月
間
に

わ
た
る
労
使
対
立
に
よ
り
、
港

湾
で
業
務
停
滞
や
生
産
性
の
低

下
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の

食
料
品
の
荷
上
げ
や
商
品
の
到

着
、
引
っ
越
し
荷
物
の
配
送
な

ど
船
便
輸
送
の
貨
物
の
遅
れ
が

予
想
さ
れ
る
。

東
海
岸
で
大
規
模
な
港
湾
ス
ト

労
使
交
渉
モ
ノ
別
れ

食
料
品
輸
入
な
ど
に
打
撃

http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF


（7）　　 ［ローカル経済］ 2024年（令和 6年）10月 5日（土）

日
系
企
業
に
と
っ
て
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ（
そ
の
２
）

クイックUSA

188
Teaching

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
日
本
の
公
立
校
で
英
語

を
教
え
て
い
た
と
い
う
ア
メ
リ

カ
人
の
人
材
は
少
数
な
が
ら
も

確
実
に
存
在
す
る
わ
け
で
す
。

で
す
が
、
ど
う
も
そ
れ
ら
日
本

で
の
体
験
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
人

の
人
材
と
日
系
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー

ズ
に
い
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

自
分
の
話
で
恐
縮
な
の
で
す

が
、
私
の
卒
業
し
た
大
学
は
日

本
の
長
野
県
の
中
央
ア
ル
プ
ス

の
麓
に
あ
る
信
州
大
学
農
学
部

で
し
た
。
当
時
の
農
学
部
は
広

大
な
農
地（
草
地
）と
森
林（
演

習
林
）
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
、

当
時
日
本
一
の
敷
地
面
積
を
持

つ
学
部
で
、
そ
こ
に
全
部
で

５
０
０
人
に
も
満
た
な
い
学
生

数
が
お
り
、
私
も
そ
の
一
学
生

と
し
て
自
然
環
境
に
満
た
さ
れ

た
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ

た
も
の
で
し
た
。
私
は
東
京
生

ま
れ
の
東
京
育
ち
で
あ
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
雄

大
な
自
然
環
境
下
に
お
い
て
、

農
学
の
勉
強
が
出
来
た
こ
と
は

生
涯
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
未

だ
に
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
学
ん
だ
農
学
で
特
に
印

象
深
か
っ
た
の
は
、
同
じ
農
地

で
何
年
も
同
じ
作
物
を
作
り
続

け
る
と
「
連
作
障
害
」
と
い
う

現
象
に
見
舞
わ
れ
、
作
物
の
育

ち
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、
農

作
物
に
病
害
が
発
生
し
や
す
く

な
る
と
い
う
事
象
が
起
き
ま

す
。
こ
れ
は
同
じ
作
物
が
同
じ

農
地
に
植
え
続
け
ら
れ
れ
ば
、

作
物
が
土
壌
か
ら
吸
収
す
る
成

分
も
常
に
同
じ
も
の
な
の
で
、

そ
の
う
ち
特
定
の
成
分
だ
け
が

欠
乏
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
は
森

林
、
特
に
植
林
に
つ
い
て
な
の

で
す
が
、
木
材
の
伐
採
が
行
わ

れ
た
後
に
植
林
を
し
て
森
林
の

再
生
を
は
か
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
植
林
を
す
る
た
め
の
新
た

な
樹
木
の
選
定
を
あ
え
て
10
通

り
ほ
ど
の
異
な
る
樹
種
に
混
合

し
て
植
林
す
る
と
、
や
は
り
植

林
の
再
生
が
早
ま
り
、
健
康
で

丈
夫
な
森
林
に
育
つ
と
い
う
の

で
す
。
こ
れ
は
当
時
横
浜
国
大

で
環
境
生
態
学
の
教
授
で
あ
り

ま
し
た
（
故
）
宮
脇
昭
教
授
の

名
前
を
取
っ
て
「
宮
脇
方
式
」

と
呼
ば
れ
る
い
ま
や
世
界
的
に

も
有
名
な
植
林
方
式
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
宮
脇
方
式
で
も

複
数
の
異
な
る
樹
木
を
植
え
る

こ
と
で
お
互
い
の
樹
木
が
切
磋

琢
磨
を
受
け
て
単
一
樹
木
の
植

林
で
は
果
た
せ
な
か
っ
た
好
循

環
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
学
関
係
か
ら

の
事
例
を
と
っ
て
み
ま
し
て

も
、
同
じ
農
作
物
、
同
じ
樹
木

だ
け
で
あ
っ
た
場
合
、
い
ず
れ

は
成
長
に
支
障
を
き
た
し
、
衰

退
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
す
。
会
社
経
営
と

農
作
物
や
植
林
と
は
別
物
だ
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は

恐
ら
く
そ
の
通
り
な
の
で
す

が
、
や
は
り
経
営
上
の
ヒ
ン
ト

に
は
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
会
社
組
織
を
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
に
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
で
結
果
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
す
ぐ
に
出
る
の
か
と

い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
保
証
は

必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
最
初
の
Ｄ

が
な
か
っ
た
ら
、
続
け
て
掲
げ

て
い
く
Ｉ
も
Ｅ
も
で
き
る
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
そ
の

最
初
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
み

ら
れ
る
こ
と
に
日
系
企
業
の
多

く
は
ア
メ
リ
カ
で
ぜ
ひ
と
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
そ

れ
が
で
き
る
環
境
が
存
分
に
備

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
橋
渡
し
を

し
て
く
れ
る
日
本
を
す
で
に
体

験
し
た
こ
と
の
あ
る
ア
メ
リ
カ

人
の
人
材
も
い
て
く
れ
て
、
彼

ら
は
日
系
企
業
で
働
く
こ
と
を

待
ち
望
ん
で
い
る
の
で
す
か

ら
。

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

ご
く
微
少
な
ア
メ
リ
カ
に
い

る
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
維
持
し
て
い
く

と
い
う
だ
け
で
は
い
ず
れ
ジ
リ

貧
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
は
あ
る

程
度
覚
悟
し
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出

し
た（
一
部
大
手
企
業
を
除
く
）

日
系
企
業
が
最
初
に
着
手
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
初

に
く
る
Ｄ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
の
あ
る
企
業
は
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
改
善
の
可
能

性
が
そ
う
で
な
い
企
業
に
比
べ

て
45
％
高
く
、
新
た
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
獲
得
す
る
可
能
性
が
70

％
高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
富
む
ア
メ
リ
カ
の
就
労
人

口
の
中
で
数
は
少
な
い
も
の

の
、
学
生
時
代
に
日
本
語
を

勉
強
し
、
日
本
へ
の
留
学
体

験
や
文
科
省
が
主
宰
す
る
Ｊ

Ｅ
Ｔ
（Japan Exchange and 

Coffee Badging  ちょこっと出社の証拠
　　　パンデミックの間、アメリカの多くの会社でWFH （Work From Home) つまり家
で働くリモート勤務を認めました。　しかし、パンデミックが落ち着くとともに、オ
フィス勤務を原則とする企業が増えてきました。 その動きに反発する社員がCoff ee 
Badging をしているという記事をよく見ます。Coff ee Badging という表現は、会社に
少しだけ顔を出した後、すぐに帰宅して働くということを意味します。　Coff ee とは

職場で短時間、仲間と会ったり仕事をすることを象徴した表現、そしてBadging とは、バッヂを人事管理の
端末にかざして出社記録を残すこと。つまり、コーヒー一杯の時間で出社の証拠とするというわけです。
　今、多くの会社では、ハイブリッド勤務という形で、会社と自宅勤務の組み合わせを認めています。　しかし、
通勤をせず家で仕事をすることに慣れた社員には、　会社で一日中働くことが大きな負担なのかも知れません。　
小さい子供や年老いた親を家で見ながら働くことが習慣になった人もいるでしょう。また、通勤に時間をかけ
るより、自宅勤務の方が良い仕事を効率的にこなせると考える人もいるでしょう。
　一方、面と向かって色々談義することが職場の人間関係や仕事の質を上げるという伝統的な考えがあります。
しかし、若い人々はVirtual Watercooler（オンライン井戸端会議）という言葉を使って、対面でなくてもオン
ラインで十分に話はできると言います。Coff ee Badging にせよ、Virtual Watercooler にせよ、新しいスラング
を見ると、社員の働き方を管理する側には難しい時代がきたと感じざるをえません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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■
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
本
・
第
２
弾
新
発
売
：
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
ウ

ォ
ッ
チ
・
ア
メ
リ
カ
の
今
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』
Ｐ

Ｈ
Ｐ
版
は
、
ア
マ
ゾ
ン
お
よ
び
Ｎ
Ｙ
紀
伊
國
屋
書
店
で
好
評
発
売

中
。
11
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会
。
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ

ん
、
繰
延
税
金
と
い
う
も
の
が

う
ち
の
会
社
の
貸
借
対
照
表

（Balance Sheet=

Ｂ
Ｓ
）
に

あ
る
ん
じ
ゃ
が
、
一
体
何
な
ん

じ
ゃ
？
」会
社
経
営
者
の
鬣（
た

て
が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
；
譲
謙
）
に

お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。

　
「
繰
延
税
金
資
産
や
負
債
は
、

会
計
上
の
税
金
費
用
と
税
務
申

告
上
の
税
金
金
額
が
異
な
る
た

め
に
そ
の
調
整
を
行
う
た
め
の

勘
定
で
す
」「
へ
ー
、
そ
れ
じ

ゃ
、
資
産
や
負
債
と
言
う
の
に

実
際
に
は
資
産
や
負
債
で
は
な

い
の
か
？
」「
現
在
の
繰
延
税

金
資
産
に
は
価
値
が
あ
る
資
産

と
し
て
の
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
な

く
、
税
金
費
用
の
期
間
調
整
を

し
た
結
果
計
上
さ
れ
て
い
る
だ

け
の
意
味
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

繰
延
税
金
負
債
も
同
様
で
す
」

「
そ
ん
な
資
産
や
負
債
が
あ
る

の
か
？
」「
は
い
、
例
え
ば

前
払
費
用
や
未
払
費
用
も
そ

の
た
ぐ
い
で
す
」「
と
こ
ろ

で
、
繰
延
税
金
は
ど
う
や
っ

て
計
算
す
る
の
じ
ゃ
？
」「
ま

ず
、
会
計
上
の
収
益
や
経
費

と
税
務
上
の
収
益
項
目
や
控

除
項
目
の
違
い
（
差
異
）
を

出
し
て
い
き
ま
す
」「
具
体
的

に
は
、
ど
う
す
る
の
じ
ゃ
？
」

「
例
え
ば
、
減
価
償
却
費
で

す
。
１
万
ド
ル
の
資
産
を
会

計
上
は
10
年
で
定
額
償
却
を

繰
延
税
金

し
て
、
千
ド
ル
／
年
の
減
価
償

却
費
を
計
上
し
た
と
し
ま
す
。

一
方
、
税
務
上
は
２
千
ド
ル
／

年
で
控
除
で
き
た
と
し
ま
す
。

そ
う
す
る
と
会
計
上
の
費
用
と

税
務
上
の
控
除
額
に
千
ド
ル
の

差
額
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
費

用
の
差
額
に
対
応
す
る
税
金
の

金
額
に
差
額
が
発
生
し
て
き
ま

す
」「
税
率
が
21
％
だ
と
す
る

と
会
計
上
は
千
ド
ル
×
21
％
＝

２
１
０
ド
ル
の
税
金
費
用
に
対

し
て
、
税
務
上
の
税
金
が
２
千

ド
ル
×
21
％
＝
４
２
０
ド
ル
と

い
う
具
合
か
」「
は
い
そ
の
通

り
で
す
。
そ
れ
を
税
効
果
と
い

い
ま
す
。
そ
こ
で
計
算
さ
れ
た

２
１
０
ド
ル
と
４
２
０
ド
ル
の

差
額
の
２
１
０
ド
ル
が
、
会
計

上
の
税
金
費
用
の
方
が
税
務
申

告
書
上
の
税
額
よ
り
も
多
い
の

で
、
損
益
計
算
書
で
は
税
務
申

告
書
上
で
計
算
さ
れ
た
確
定
税

金
に
税
金
費
用
２
１
０
ド
ル
を

追
加
計
上
し
て
、
会
計
上
の
税

金
費
用
と
し
ま
す
。
Ｂ
Ｓ
に
は

繰
延
税
金
負
債
と
し
て
同
額
の

２
１
０
ド
ル
を
Ｂ
Ｓ
上
に
計
上

し
ま
す
。
繰
延
税
金
負
債
は
将

来 

の
減
価
償
却
費
が
税
務
上

と
会
計
上
で
逆
転
し
た
時
に
税

金
費
用
を
減
ら
す
こ
と
で
、
会

計
上
の
税
金
費
用
を
適
切
な
金

額
に
修
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」「
ど
ん
な
差
異
も
繰
延
税

金
に
な
っ
て
い
く
の
か
？
」「
い

い
え
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
異
に
は
一
時
差
異
と
永
久
差

異
の
２
種
類
あ
り
ま
し
て
、
一

時
差
異
に
対
応
す
る
税
額
の
み

が
繰
延
税
金
と
な
り
ま
す
」「
一

時
差
異
と
永
久
差
異
と
は
い
っ

た
い
な
ん
じ
ゃ
」「
減
価
償
却

費
や
前
払
費
用
、
未
払
費
用
は

一
時
差
異
と
い
い
ま
し
て
、
会

計
上
と
税
務
上
の
費
用
や
控
除

額
の
合
計
額
は
同
じ
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
期
間
が
異

な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

一
時
的
に
計
上
時
期
に
差
異
が

生
じ
て
い
る
の
で
一
時
差
異
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

交
際
費
は
会
計
上
は
費
用
で
す

が
、
税
務
上
は
永
久
に
控
除
が

で
き
な
い
の
で
、
両
者
の
差
異

は
永
久
に
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
差
異
を
永
久
差
異
と

い
い
ま
す
」「
そ
う
か
よ
く
勉

強
に
な
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

日
本
航
空
は
、
機
内W

i-Fi

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
10
月
1
日

か
ら
国
内
線
、
国
際
線
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
を
拡
充
し
、
機
内
で
よ
り
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
し
た
。 

　

国
際
線
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
時

間
制
限
な
く
、
プ
レ
ミ
ア
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
で
は
1
時
間
ま
で
の
利
用
が

無
料
と
な
る
。 

　

対
象
は
日
本
航
空
国
際
線
全

便
（
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
便
を
除

く
）。 

開
始
時
期
は
10
月
1
日

日
本
発
便
か
ら
。 

動
画
視
聴

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
音
声
・
ビ

デ
オ
通
話
は
利
用
で
き
な
い
。 

利
用
方
法
は
、
座
席
備
え
付
け

ま
た
は
機
内
に
て
配
布
さ
れ
ま

す
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
て
案
内
す

る
。無
料
利
用
時
間
終
了
後
は
、

有
料
プ
ラ
ン
の
購
入
で
引
き
続

き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
航
空
で
は
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
り
、
旅
先
の

情
報
収
集
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
乗
客

自
身
の
好
み
に
合
わ
せ
て
機
内

W
i-Fi

を
気
軽
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
空
の
上
で
も
地
上

で
の
体
験
に
近
い
過
ご
し
方
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

機内Wi-Fi サービスを拡充
日本航空
国内線と国際線

http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://on-timelimo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Kirei House Tokyo

は
、

五
番
街
55
丁
目
の
一
等
地
に
建

つ
歴
史
的
ビ
ル
の
15
階
に
あ
る

日
本
人
経
営
の
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

だ
。
Ｎ
Ｙ
で
も
最
も
エ
ク
ス
ク

ル
ー
シ
ブ
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク

ラ
ブ
で
あ
る
ザ
・
コ
ア
・
ク
ラ

ブ
（The Core Club
）
内
に

あ
り
な
が
ら
、
会
員
以
外
も
利

用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
空
間
と

し
て
７
月
に
開
業
し
た
。

　

サ
ロ
ン
の
中
心
は
、
高
品
質

な
日
本
式
ネ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
と

眉
毛
の
ト
リ
ミ
ン
グ
や
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
。
日
本
の
ネ
イ
ル
技
術

は
、
そ
の
細
や
か
さ
や
持
続
力

に
お
い
て
世
界
的
に
評
価
さ
れ

て
お
り
、Kirei House

で
は
、

熟
練
し
た
技
術
者
に
よ
る
繊
細

な
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
や
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
よ

り
個
別
に
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
3
席
の

み
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で

要
予
約
と
な
っ
て
い
る
。

　

驚
く
な
か
れ
マ
ニ
キ
ュ
ア
50

ド
ル
、
ジ
ェ
ル
マ
ニ
キ
ュ
ア

が
75
ド
ル
か
ら
と
手
頃
な
価

格
だ
。
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
75
ド

ル
、
ジ
ェ
ル
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
95

ド
ル
、
ア
イ
ブ
ロ
ー
50
ド
ル
と

い
う
こ
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値

段
設
定
は
「
私
ど
も
の
サ
ロ
ン

が
、
特
別
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク

ラ
ブ
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
が
ら
も
必
要
以
上
に
高
く
設

711 5TH AVE 15TH FLOOR 
NEW YORK, NY 10022

営業時間は 10am-8pm 
定休日月曜日

(212)-249-8172 (Beauty Bar 代表番号 ) 
appointment@dangene.com 

定
す
る
こ
と
な
く
、
待
ち
時
間

な
ど
で
気
軽
に
立
ち
寄
り
最
高

の
品
質
で
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な

体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

で
す
。
男
性
も
最
近
で
は
足
と

指
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
定
期
的

に
さ
れ
る
紳
士
が
多
い
で
す
。

場
所
柄
と
、
会
員
さ
ん
た
ち
で

い
ら
し
て
く
れ
る
方
は
男
性
も

多
い
で
す
。
ぜ
ひ
日
本
の
男
性

の
皆
様
に
も
来
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
大
体
、
男
性
の
率

は
２
割
く
ら
い
で
す
。
お
待
ち

し
て
ま
す
﹈
と
オ
ー
ナ
ー
の
藤

田
カ
ン
ナ
さ
ん
は
語
る
。
１
階

入
り
口
か
ら
会
員
と
同
じ
セ
レ

ブ
な
待
遇
で
案
内
し
て
く
れ
る

の
が
嬉
し
い
。

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」と「Kirei House」代
表として日本の美の哲学と、米国および世界中か
ら取り入れた先進的な技術を融合させ、心身の調
和を重視した総合的な美容と健康ケアを提供。女
性の健康をサポートするために開発、Femtech ア
ワードを受賞した幹細胞製品の米国代表。KAATSU
スペシャリスト認定資格およびインテグレーティ
ブ・ニュートリション認定ヘルスコーチの資格を
持ち、コロンビア大学で学んだビジネスと経営の
知識を活かし、事業運営や顧客サービスにおいて、
常に最先端のアプローチを追求している。

Kirei House Tokyo at The Core Club
五
番
街
の
高
級
会
員
制
ク
ラ
ブ
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

気軽に使える
値段設定が嬉しい

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
合
唱
団
ド
ゥ
ム

カ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

創
立
75
周
年
記
念
ガ
ラ
・
コ
ン

サ
ー
ト
が
10
月
13
日
（
日
）
午

後
３
時
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
ス
カ
ー
ボ
ー
ル
・
セ
ン
タ

ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
（
ラ
ガ
ー
デ

ィ
ア
プ
レ
イ
ス
５
６
６
番
地
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
豊
か
な
世
俗

的
・
宗
教
的
音
楽
遺
産
を
保
存
・

育
成
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

同
合
唱
団
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

で
「
ア
イ
デ
ア
」
を
意
味
す
る

「
ド
ゥ
ム
カ
」
と
、
16
〜
18
世

紀
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
流
行
し
た

叙
事
詩
的
な
民
謡
の
一
形
態
で

あ
る
「
ド
ゥ
マ
」
か
ら
そ
の
名

を
取
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
川
井
郁
子
さ
ん
が

参
加
す
る
。
川
井
さ
ん
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
バ
レ

エ
音
楽
な
ど
多
方
面
で
活
躍
す

る
日
本
人
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
／

作
曲
家
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
伝
統
的
な

作
品
と
現
代
的
な
作
品
の
両
方

に
焦
点
を
当
て
、
世
界
各
国
か

ら
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出

演
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
文
化
と

音
楽
を
祝
う
。
入
場
料
は
30

ド
ル
〜
１
２
５
ド
ル
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://tickets.nyu.edu/
dumka

を
参
照
す
る
。

川
井
郁
子
が
出
演

ウ
ク
ラ
イ
ナ
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
13日

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

ウ
ク
ラ
イ
ナ
合
唱
団
ド
ゥ
ム
カ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

川井郁子

http://www.yamagatadental.net/
tel:18778852726
https://www.bozubrooklyn.com/
tel:2122136069
http://www.easeny.com/
mailto:appointment@dangene.com
https://tickets.nyu.edu/dumka


　１年で最も美しい季節がやって
来る。ウェストチェスター在住の
人はドライブで、シティ在住の人
はグランドセントラル駅からメト
ロノースに乗って秋のプチ遠足を
お楽しみあれ。

■秋のファミリー・フェスティバ
ル
　10 月中の毎週末、ライのタウン
パークで開催される子供がメイン
のお祭り。公園内に即席カボチャ
農園を作り、２０００個以上のパ
ンプキン・パッチが楽しめるほか、
ライブミュージック、フェイスペ
インティング、斧投げのアトラク
ションと、作りたてサイダードー
ナツをはじめ飲食とクラフトの各
種ベンダーが並ぶ。入場料は大人
無料、３歳以上の子供 35ドル（カ
ボチャ１個と綿あめ、バウンスキ
ャッスルなど子供向けアトラクシ
ョン全てが利用できる）。会期は
10 月中の土日、正午 12 時から午
後６時まで。会場 Rye Town Park 
(95 Dearborn　Ave, Rye)　https://
www.thebarleybeachhouse.com/
events/fall-family-festival-2
■アートフェスト 2024
　１９７５年設立の非営利団体「ニ
ューロシェル芸術評議会」主催に
よるアートフェストで、今年はニ
ューロシェルとペルハム 30か所以
上の会場にて美術展、アーティス
トのオープンスタジオ、ワークシ
ョップ、ライブ音楽とダンス、ク
ラシックカーショーなどさまざま

なアートイベントを開催する。子
供から大人まで幅広いアートが楽
しめるユニークなイベント。会期
は 17 日（木）から 20 日（日）ま
で。19 日（土）午前 11 時から午
後５時まで、アーティスト約 30人
によるアルチザン・マーケットを
トーマス・ペイン・コテージで開催。
プログラムの内容と会場はウェブ
サイトで確認のこと。
https ://newroche l lear ts .org/
artsfest-2024/
■秋のレストランウィーク
　２００６年に始まったハドソン
バレーのレストランウィーク、参
加レストランがどんどん増え、今
季の参加店は１５０を超える。レ
ストランウィークではプリフィッ
クス・メニュー（前菜・主菜・デ
ザート）のランチ、ディナーが 24
ドル 95 セント～ 44 ドル 95 セン

トで楽しめる。秋のドライブつい
でに新しいレストランを探しに行
こう。会期は 10 月 28 日（月）か
ら 11月 10日（日）まで。https://
valleytable.com/restaurant-week/
■グレート・ジャック・オーラン
タン
　　　　

18世紀の景観を残す邸宅美術館
ヴァン・コートランド・マナーの
敷地いっぱいに７０００個以上の
電飾カボチャが並ぶ大かぼちゃ祭
り。毎年お馴染みのオバケや恐竜、
回転木馬に加えて 20周年を迎える
今年は巨大バースデーケーキも登

場してパワーアップ。チケットは
会場では販売しないため、オンラ
インで購入のこと。入場時間は午
後７時から 10 時 30 分まで 30 分
おきに８つに分けられている。料
金は大人 20 ～ 62 ドル（曜日と時
間帯によって異なる）、２歳以下は
無料。会期は 11 月 17 日まで。夜
半は冷えるので防寒をしっかりと。
会場 Van　Cortlandt Manor (525 S 
Riverside Ave, Croton-On-Hudson)
https://hudsonvalley.org/events/
blaze/
■ロッキー・ホラー・ピクチャー・
ショー
　伝説の映画、ロッキーホラーシ
ョーがタリータウンにやって来
る！元々は１９７３年にロンドン
の小劇場で上演されたミュージカ
ルを映画化したもので、公開当初
の評価は散々だったが、他に類を
見ない奇抜なストーリー展開とビ
ジュアル、音楽が相まってじわじ
わと人気が出て、熱狂的なファン

が上映場面に合わせてライターを
灯したり米を撒いたりと独特な参
加型映画を形作った。初上映から
50 年経つ今見ても古びた感じはし
ない。26 日（土）午後９時開演。
チケット 28 ドル（小道具付き 36
ドル）。会場 Tarrytown Music Hall 
(13 Main St.　Tarrytown) https://
tarrytownmusichall.org/
■ゴシック・マーケット
　ハロウィーンを前に、この季節
ならではの不気味な珍品、アンテ
ィーク、ゴシックジュエリー、魔
女にまつわる品々を販売するマー
ケット。会場は歴史的な邸宅が美
術館となったリンドハースト。時
間指定のチケット制で、チケット
には邸宅への入場券も含まれる
（大人 35 ドル、ユース 6 ～ 17 歳
29 ドル、５歳以下無料）。26 日
（土）と 27 日（日）午前 10 時か
ら午後４時。会場 Lyndhurst (635 
S Broadway, Tarrytown)　 https://
lyndhurst.org/

（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）10月 5日（土）

　ハロウィン用のカボチャを売っ
ている農場や街中に設置されたカ
ボチャ売り場と、そこで好みのカ
ボチャを選ぶ「カボチャ狩り」の
ことを「パンプキン・パッチ」と
呼ぶ。ウエストチェスター近郊で
「パンプキン・パッチ」が出来る
農園３か所をご紹介。

■ウィルケンズ・ファーム
　パンプキン・パッチとリンゴ狩
り、コーンメイズで遊んでお腹が
空いたら園内のベーカリーで腹ご
しらえ。農場と近隣産の農産物を
豊富に揃えたマーケットとカント
リーギフトショップ、自家製ワ
イン売り場へも忘れずに。11 月
にはクリスマスツリーも販売す
る。ホワイトプレーンズから車
で約 30 分。火曜休業。Wilkens 
Fruits &Fir Farm (1335　White 
Hill Rd. Yorktown Heights) http://
wilkensfarm.com

■アウトハウス・オーチャーズ
　19 世紀初頭にまで遡る家族経
営の古い農場で、パンプキン・パ
ッチとリンゴ、梨狩り、コーンメ
イズが楽しめるほか、クラフトビ
ールや自家製ハードサイダー（ア

食欲と芸術の秋
ウェストチェスター 10月のイベント

パンプキン・パッチに行こう！

ルコール分を含むアップルサイダ
ー）も販売している。10 月の秋祭
り中は入場チケット（平日 12ドル
95セント、週末15ドル 95セント。
いずれもオンライン価格）が必

要。ホワイトプレーンズから車で
約 40 分。Outhouse Orchard (139 
Hardscrabble Rd. North　Salem)　
www.outhouseorchardsny.com

■スーンズ・オーチャード
　パンプキン・パッチは 10 月末
まで毎週末開催。畑に転がってい
るカボチャを自分で選んで収穫す
るので剪定バサミを忘れずに。農
園にはファームショップ、ベーカ
リー、サイダーミルタップルーム
を併設。大人気のファーム ディナ
ー（75ドル）は次回10月25日（金）
に開催予定。ホワイトプレーンズ
から車で約 1 時間 10 分。Soons 
Orchard (23 Soons　Cir. New 
Hampton)　 www.soonsorchards.
com

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://www.thebarleybeachhouse.com/
https://www.thebarleybeachhouse.com/
https://newrochellearts.org/artsfest-2024/
https://valleytable.com/restaurant-week/
https://valleytable.com/restaurant-week/
https://hudsonvalley.org/events/
https://tarrytownmusichall.org/
https://tarrytownmusichall.org/
https://lyndhurst.org/
https://lyndhurst.org/
http://wilkensfarm.com
http://wilkensfarm.com
http://www.outhouseorchardsny.com
http://www.soonsorchards.com
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今
回
の
テ
ー
マ
「Japan 

Table

」
の
も
と
、
料
理
研
究

家
、
テ
ー
ブ
ル
ウ
エ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
食
空
間
プ
ラ

ン
ナ
ー
な
ど
、
専
門
家
の
ス
タ

イ
リ
ン
グ
写
真
と
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
紹
介
し
、
海
外
を
拠
点
に

活
躍
し
て
い
る
先
生
方
も
多
数

参
加
。本
シ
リ
ー
ズ
は
前
4
集
、

5
集
が
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル
マ
ン

世
界
料
理
本
大
賞
で
連
続
入
賞

す
る
な
ど
世
界
で
も
評
価
さ
れ

た
人
気
シ
リ
ー
ズ
。
今
号
に
は

37
人
の
食
と
テ
ー
ブ
ル
ウ
エ
ア

に
関
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
登
場
し
て
い
る
。

　

長
坂
美
奈
子
は
、
和
と
洋
の

融
合
を
テ
ー
マ
に
透
明
感
あ
る

グ
ラ
ス
が
映
え
る
食
卓
。
エ
リ

オ
ッ
ト
ゆ
か
り
は
、
英
国
郊
外

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
偲
ば
せ
る
食

生
活
を
紹
介
。
大
井
直
子
は
、

喜
び
の
日
を
祝
う
食
卓
を
囲
ん

だ
家
族
の
絆
。湯
浅
さ
お
り
は
、

引
き
算
の
美
学
で
シ
ン
プ
ル
な

和
を
現
代
的
に
表
現
。
菅
生
美

希
は
、
日
本
の
伝
統
美
を
モ
ダ

ン
に
演
出
す
る
空
間
。
中
村
せ

い
こ
は
、
江
戸
時
代
の
職
人
の

技
に
ぬ
く
も
り
を
味
わ
え
る
和

食
器
の
美
し
さ
。
梨
水
さ
わ
子

は
、
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

の
楽
し
さ
を
ハ
ロ
ウ
イ
ン
の
ジ

ャ
ッ
ク
・
オ
・
ラ
ン
タ
ン
に
飛

ぶ
葡
萄
の
コ
ウ
モ
リ
で
。
グ
ラ

イ
ス
ヒ
ロ
コ
は
、
ミ
シ
ガ
ン
の

庭
の
香
で
愛
と
デ
ザ
イ
ン
を
両

立
さ
せ
る
。
伊
藤
す
み
れ
は
、

決
ま
り
な
く
、
自
由
に
、
楽
し

く
学
ぶ
仏
家
庭
料
理
。
貞
本
紘

子
は
和
食
を
モ
ダ
ン
に
も
て
な

す
見
事
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
大
江

由
美
は
お
花
の
彩
満
載
の
テ
ー

ブ
ル
で
季
節
感
。
徳
永
陽
子
は

分
か
り
や
す
く
楽
し
く
心
を
満

た
す
お
も
て
な
し
の
工
夫
。
間

ひ
ろ
こ
は
南
国
の
風
を
食
卓
に

運
び
、
懐
か
し
い
器
と
今
を
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
さ
せ
る
。
才
木

雅
世
は
中
東
料
理
と
器
に
込
め

た
想
い
で
和
の
融
合
。
武
田
典

子
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
情
熱
が
郷

愁
を
誘
う
美
食
の
世
界
。
小
泉

り
か
は
、
普
段
の
料
理
を
特
別

な
も
の
に
変
え
る
心
掛
け
は
、

日
々
の
何
気
な
い
生
活
を
丁
寧

に
過
ご
す
こ
と
と
語
る
。
鎌
田

静
は
、
北
国
の
爽
や
か
な
夏
を

感
じ
さ
せ
る
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
が
新
鮮
。
多
く
の
お
客

様
を
も
て
な
す
家
庭
で
育
っ
た

岩
井
道
は
、
食
卓
に
愛
を
広
げ

る
。
相
川
扶
美
子
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
美
食
で
ラ
ン
チ
テ
ー
ブ

ル
を
明
る
く
表
現
。
則
岡
泰
香

が
育
む
キ
ッ
ズ
パ
ー
テ
ィ
の
ケ

ー
キ
や
デ
ザ
ー
ト
は
大
人
も
喜

ぶ
に
違
い
な
い
。重
藤
直
子
は
、

ナ
プ
キ
ン
の
上
に
さ
り
げ
な
く

置
い
た
葉
で
清
涼
感
あ
ふ
れ
る

心
が
伝
わ
る
。
早
川
恵
美
は
五

感
に
響
く
、
美
し
く
美
味
し
く

を
結
ぶ
テ
ー
ブ
ル
。
中
川
由
美

子
は
北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
幸

福
が
伝
わ
る
ク
リ
ス
マ
ス
料

理
。
飯
利
美
和
子
は
料
理
と
皿

の
芸
術
が
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
舞

台
で
競
演
。
山
岸
真
理
は
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
で
エ
レ
ガ
ン

ス
と
愛
の
融
合
。
お
か
ざ
き
お

か
こ
は
世
界
に
日
本
酒
を
誇
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
髙
石

典
子
は
、
家
庭
で
も
レ
ス
ト
ラ

ン
気
分
に
な
れ
る
。
竹
嶋
美
紀

は
健
康
的
に
楽
し
い
お
寿
司
。

日
下
貴
子
は
、
季
節
の
花
で
食

卓
を
彩
る
。
斎
藤
真
理
は
ハ
マ

っ
て
い
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ

イ
ル
で
来
客
を
も
て
な
す
。
梅

野
八
保
子
は
お
菓
子
と
紅
茶
の

豊
か
さ
を
た
っ
ぷ
り
。
伊
藤
知

保
が
味
わ
う
西
洋
か
ら
み
た
東

洋
の
美
学
。
渡
辺
ワ
カ
ナ
は
伝

統
工
芸
で
印
象
的
な
食
卓
。
高

柳
聡
佳
は
絵
画
の
よ
う
な
盛
り

付
け
が
楽
し
い
。
こ
い
け
か
お

る
は
美
形
和
食
の
提
案
。
橋
本

陽
子
は
和
む
お
茶
会
を
表
現
。

本
紙
連
載
で
お
馴
染
み
の
大
石

育
子
は
、
Ｎ
Ｙ
生
活
で
愉
し
む

和
の
カ
タ
チ
で
Ｎ
Ｙ
パ
ー
テ
ィ

ー
。
37
人
か
ら
ま
と
め
て
お
も

て
な
し
を
受
け
た
気
分
に
な
れ

る
一
冊
だ
。　
　
　
　
（
三
浦
）

 最上のおもてなし６
　　　　　草土出版・発行
　　　　　　　　　　　星雲社・発売

■境界線（中山七里、宝島社文庫）7年前の震災で行方不
明になっていた女性の遺体が発見された。身分証から宮城
県警捜査一課警部・笘篠の妻であることがわかり、笘篠は
遺体の待つ現場へ急ぐ。しかし目にしたのは別人だった。
笘篠は妻を騙られた怒りを抱えながら個人情報の流出経
路と遺体の身元を探る。戸籍売買の闇を描く社会派ミステ
リー。■抄訳 渋沢栄一『至誠と努力』（渋沢栄一、実業之
日本社文庫）日本資本主義の父と称される渋沢栄一が75
歳の時の講話録『至誠と努力』から、その人生観や仕事観
が凝縮された言葉を厳選し、現代を生きる人たちへ向けた
メッセージとして編訳。仕事論、修養論から、人生におけ
る成功と失敗が綴られる。■アスク・ミー・ホワイ（古市
憲寿、文春文庫）アムステルダムの街で恋に破れたヤマト
は、スキャンダル報道で芸能界から姿を消していた元俳優
の港と出会う。過去の傷を抱えながら互いの距離は次第に
近づく。出会うはずのなかった2人が織りなす切ない恋
愛物語。巻末に特別付録「『港颯真』という生き方」収録。
■仕組み化がすべて（岩田圭弘、SBクリエイティブ）営
業利益率55％超。売上高1兆円未満でありながら日本の
時価総額ランキングで第5位のキーエンス。日本企業が軒
並み衰退をする中、なぜキーエンスだけが高成長を遂げる
のか。組織の成長を実現する「キーエンスの仕組み化」の
方法論とは。■ひとつ灯せ―大江戸怪奇譚（宇江佐真理、文春文庫）料理茶
屋の隠居・清兵衛は、働きづめの日々が終わったことでいつしか死の恐怖に
取りつかれる。幼馴染の甚助のお陰で危機を脱し、怪奇譚を語り合う「話の
会」に参加することで自分を取り戻したが、会の周辺で不穏な出来事が起こ
り始める。老境を迎えた男女の迷いと、人知の及ばぬ事件が絡み合う、哀愁
味あふれる怪奇譚。■ひっくり返す人類学（奥野克巳、ちくまプリマー新書）
世界には「貧富の差」のない共同体や、学校に行かずそもそも「教わる」と
いう概念もない社会が存在する。常識をひっくり返して「そもそも」を問う
思考法には、より本質的な議論に導く力がある。学校教育や貧富の格差、心
の病など、身近で大きな社会・環境危機に人類学で立ち向かう。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

戸
籍
売
買
の
闇
を
描
く
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
ー
。
渋
沢
栄
一
の
人
生
と
仕
事
、
成
功
と
失

敗
。
出
会
う
は
ず
の
な
か
っ
た
２
人
の
恋
愛
物
語
。
最
強
企
業
で
学
ん
だ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
本
質
。
江
戸
の
哀
愁
味
あ
ふ
れ
る
怪
奇
譚
。
大
き
な
危
機
に
人
類
学
で
立
ち
向
か
う
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
日
、
美
術
館
で
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
い
る
ト
ラ
の
絵
を
見
た

ト
ム
は
家
に
帰
る
と
す
ぐ
、
鋭

い
歯
、
長
い
し
っ
ぽ
、
緑
色
に

光
る
大
き
な
ト
ラ
の
絵
を
描
き

ま
す
。
そ
の
夜
、
壁
の
む
こ
う

か
ら
ト
ラ
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
ト
ラ
は
「
散
歩
に
い
こ
う

よ
」
と
誘
い
、「
夜
は
暗
く
て

怖
い
よ
」
と
い
う
ト
ム
を
背
中

に
の
せ
て
、
ト
ラ
は
夜
の
な
か

へ
と
歩
き
だ
し
ま
し
た
。
森
に

は
キ
ツ
ネ
や
ク
マ
や
ラ
イ
オ
ン

が
い
て
、
彼
ら
の
鋭
い
爪
や
牙

を
怖
が
る
ト
ム
を
よ
そ
に
ト
ラ

は
み
ん
な
を
誘
っ
て
楽
し
く
か

く
れ
ん
ぼ
し
て
遊
び
ま
す
。
川

で
は
「
深
く
て
怖
い
よ
」
と
い

う
ト
ム
と
共
に
水
遊
び
し
た

り
、
高
い
空
に
舞
い
上
が
っ
た

り
、
氷
の
世
界
を
訪
れ
た
り
。

最
初
は
怖
が
り
な
ト
ム
で
し
た

が
、
ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
い
る

こ
と
で
少
し
ず
つ
怖
さ
を
克
服

し
て
い
き
ま
す
。

　

仏
画
家
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
の

「
不
意
打
ち
」
と
い
う
絵
か
ら

生
ま
れ
た
、
子
供
の
心
を
フ
ァ

ン
タ
ジ
ッ
ク
な
手
法
で
描
い
た

夜
の
夢
の
絵
本
。
日
本
語
で
読

む
な
ら『
ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
』

（
徳
間
書
店
）。　
　
　
（
高
田
）

少
年
と
ト
ラ
の
夢
の
中
の
冒
険

 『Tiger Walk』
Written by Dianne Hofmeyr
Published by  Otter-Barry Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com


　

映
画
製
作
・
配
給
を
行
う
合

同
会
社
、
八
木
フ
ィ
ル
ム
の
代

表
と
し
て
「
ク
ジ
ラ
を
捕
獲
す

る
こ
と
が
環
境
に
良
い
」
と

す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
鯨
の
レ
ス
ト
ラ
ン
〜
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ク
ジ
ラ
〜
（
英
語

名
：W

hale Restaurant 

〜

Inconvenient Food

〜
）」
を

監
督
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

２
か
所
で
上
映
し
た
。
八
木
監

督
は
、
２
０
１
０
年
に
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
を
受
賞
し
イ
ル
カ
漁
を

批
判
し
た
映
画
「
ザ
・
コ
ー
ヴ
」

に
対
し
、
反
論
映
画
と
し
て
話

題
と
な
っ
た
「Behind THE 

COVE

」（
２
０
１
５
年
）
を
製

作
。
前
作
か
ら
８
年
か
け
て
完

成
さ
せ
た
今
作
で
は
、
前
作
で

描
き
き
れ
な
か
っ
た
「
ク
ジ
ラ

食
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
」
と

「
ク
ジ
ラ
の
科
学
デ
ー
タ
」
を

描
い
て
い
る
。

　

日
本
で
有
名
な
ク
ジ
ラ
料
理

店
を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
、
ク
ジ
ラ
食
と

料
理
店
で
の
様
子
を
初
め
て
写

し
だ
し
た
。
作
品
の
中
で
は
、

ク
ジ
ラ
店
の
常
連
客
で
あ
る

『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
の
監
督
・

樋
口
真
嗣
も
出
演
し
「
ゴ
ジ
ラ

は
、
ク
ジ
ラ
と
ゴ
リ
ラ
か
ら
名

前
が
生
ま
れ
た
」
説
を
映
画
の

中
で
語
る
。
出
演
は
、
谷
光
男

（
鯨
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
）、

ユ
ー
ジ
ン
・
ラ
ポ
ワ
ン
ト
（
ワ

シ
ン
ト
ン
条
約
元
事
務
局
長
）、

ジ
ュ
ヌ
ビ
エ
ー
ヴ
・
デ
ス
ポ
ー

テ
ス
（NAMMCO

事
務
局
長
・

科
学
者
）、
加
藤
秀
弘
（
東
京

海
洋
大
学
名
誉
教
授
）
な
ど
国

際
的
に
活
躍
す
る
科
学
者
が
出

演
し
、
現
代
に
お
け
る
「
タ
ン

パ
ク
源
」
の
問
題
、
地
球
温
暖

化
や
化
石
燃
料
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
地
球
の
課
題
に
触
れ
て
い

る
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
次
い
で
開

催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

上
映
は
、
９
月
21
日
が
ハ
ー
レ

ム
の
ア
ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
で
、
27

日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
が
ビ
レ

ッ
ジ
・
イ
ー
ス
ト
シ
ネ
マ
で
上

映
さ
れ
た
＝
写
真
上
＝
。

　

八
木
さ
ん
は
、東
京
生
ま
れ
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
メ
ジ
ャ
ー
映
画

会
社
に
勤
務
後
、「
合
同
会
社

八
木
フ
ィ
ル
ム
」
を
設
立
。
長

年
恐
れ
ら
れ
て
い
た
捕
鯨
の
問

題
を
扱
っ
た
映
画
「
ビ
ハ
イ
ン

ド
・
ザ
・
コ
ー
ヴ
」
は
自
費
を

投
じ
製
作
を
し
た
。
２
０
１
５

年
に
世
界
8
大
映
画
祭
の
一
つ

で
あ
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界

映
画
祭
に
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、

多
く
の
映
画
祭
で
選
出
。
ワ
シ

ン
ト
ン
ポ
ス
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ズ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

タ
イ
ム
ズ
な
ど
海
外
の
多
く
の

大
手
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
配
給
会
社
が

つ
か
ず
、
さ
ら
に
自
ら
借
金
と

寄
付
を
募
り
配
給
ま
で
行
っ

た
。
日
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
と
し
て
は
珍
し
く
世
界

最
大
の
ユ
ー
ザ
ー
数
を
持
つ
ネ

ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
（N

etflix

）

か
ら
世
界
配
信
さ
れ
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
。

　

新
作
「
鯨
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

は
、
日
本
が
２
０
１
９
年
に
国

際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
を

脱
退
し
て
以
後
の
２
０
０
海
里

水
域
内
で
再
開
し
た
商
業
鯨
漁

の
現
場
と
料
理
店
主
の
日
常
を

映
し
出
す
。鯨
の
竜
田
揚
げ
や
、

鯨
の
ベ
ー
コ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、
日
本
の
か
つ

て
の
食
文
化
と
し
て
の
鯨
食
の

歴
史
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い

る
。
今
回
の
映
画
を
き
っ
か
け

に
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者

で
賑
わ
っ
て
い
る
日
本
で
、
実

際
に
鯨
を
食
べ
た
人
の
感
想
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
世
界
中
に
拡
散

さ
れ
れ
ば
、
日
本
食
文
化
の
新

た
な
側
面
を
伝
え
る
ま
さ
に

「
鯨
が
通
り
抜
け
る
針
の
糸
口
」

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

映画監督

八木景子さん

（11）　　 ［NY生活ウーマン］ 2024年（令和 6年）10月 5日（土）
　

秋
た
け
な
わ
、
良
い
季
節
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
9

月
、
10
月
は
ぶ
ど
う
の
収
穫
期

を
迎
え
、
ぶ
ど
う
狩
り
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

　

大
き
な
緑
の
葉
っ
ぱ
の
下

に
垂
れ
る
青
紫
の
ぶ
ど
う
の

房
、
白
い
果
粉
に
う
っ
す
ら
と

お
お
わ
れ
た
ぶ
ど
う
の
粒
、
何

と
も
み
ず
み
ず
し
く
美
し
い

光
景
で
す
。
こ
の
白
い
果
粉
は

果
皮
自
ら
生
成
す
る
天
然
の

保
護
層
で
、
ぶ
ど
う
に
と
っ
て

大
切
な
一
部
で
す
。
先
日
ぶ
ど

う
か
ら
葡
萄
酒
を
作
る
小
さ

な
実
験
を
試
み
ま
し
た
。
ぶ
ど

う
を
つ
ぶ
し
、
酵
母
を
加
え
、

毎
日
攪
拌(

か
く
は
ん)

し
な

が
ら
約
10
日
間
。
高
い
糖
度
を

も
つ
ぶ
ど
う
は
酵
母
に
よ
っ

て
ま
た
た
く
間
に
ブ
ク
ブ
ク

と
発
酵
し
始
め
、
果
汁
の
上
部

に
は
二
酸
化
炭
素
の
ガ
ス
と

皮
や
種
が
浮
い
て
き
ま
す
。
毎

日
攪
拌
し
て
い
る
と
水
分
の

多
い
実
は
ほ
ぼ
形
を
無
く
し

液
体
と
な
り
、
果
皮
の
色
素
が

す
べ
て
を
紫
色
に
染
め
、
皮
も

実
も
種
も
一
体
化
し
葡
萄
酒

ら
し
い
色
と
香
り
に
変
化
し

始
め
ま
し
た
。
発
酵
が
終
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
圧
搾
し
液
体
と

皮
・
種
を
分
け
ま
す
。
し
ば
ら

く
放
置
し
て
沈
殿
物
を
沈
め

別
の
ボ
ト
ル
に
移
し
ま
す
。
醸

し
出
さ
れ
る
味
と
香
り
は
も

う
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
熟
成
の
旅
の
始
ま

り
で
す
。
ぶ
ど
う
が
人
の
手
に

よ
り
発
酵
と
い
う
過
程
を
経

て
美
し
い
液
体
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
く
。
内
に
秘
め
た
い

ろ
ん
な
成
分
が
美
し
い
色
、
香

り
、
味
と
な
っ
て
現
れ
、
次
の

年
も
、
そ
し
て
ま
た
次
の
年
も

人
々
は
葡
萄
酒
を
作
り
続
け

ま
す
。
ぶ
ど
う
は
食
べ
る
だ
け

で
は
ち
ょ
っ
と
勿
体
な
い
フ

ル
ー
ツ
な
ん
で
す
ね
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
や
精
油
の
調
合
を
実
施

す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com
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１
９
８
３
年
設
立
の
海
外
赴

任
経
験
の
あ
る
母
親
達
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
フ
レ
ン

ズ
帰
国
生
母
の
会
が
「
母
親
が

歩
い
て
見
た
帰
国
生
の
た
め
の

学
校
案
内
２
０
２
５
年
度 

首

都
圏
版
」
を
発
行
し
た
。

　

同
書
は
、
海
外
で
子
育
て
を

経
験
し
た
母
親
た
ち
が
実
際
に

学
校
訪
問
等
を
し
て
集
め
た
情

報
を
基
に
作
成
し
た
学
校
案

内
（
首
都
圏
版
）
で
、
毎
年
９

月
に
発
行
し
て
い
る
。
入
試
情

報
の
ほ
か
、
帰
国
生
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
等
、
帰
国
生
受
験
に

役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
、
帰
国

生
の
家
庭
か
ら
好
評
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
。
製
本
版
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
価
格
は

３
４
０
０
円
。
製
本
版
は
別
途

送
料
が
か
か
る
。
同
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://fkikoku.

sun.bindcloud.jp/school_
information/books.html

）

やAmazon Japan

か
ら
注
文

が
可
能
。

　

同
会
で
は
、
帰
国
生
に
関
す

る
メ
ー
ル
相
談
や
電
話
相
談
を

随
時
無
料
で
受
け
付
け
て
い

る
。

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案
内

２
０
２
５
年
度
首
都
圏
版
が
発
刊

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
に
、

岸
田
裕
子
内
閣
総
理
大
臣
夫
人

と
、
山
﨑
裕
子
国
連
大
使
夫
人

が
来
校
し
た
。
久
保
Ｎ
Ｙ
教
育

審
議
会
会
長
と
櫻
井
校
長
か
ら

学
校
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
全
校
児
童
生

徒
と
教
室
で
ラ
ン
チ
を
一
緒
に

食
べ
た
。
夫
人
か
ら
学
校
に
対

し
記
念
品
と
し
て
、世
界
時
計
、

岸
田
総
理
直
筆
の
色
紙
、
昨
年

の
Ｇ
７
で
紹
介
さ
れ
た
Ｇ
７
の

ロ
ゴ
入
り
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が

贈
呈
さ
れ
た
。
子
供
た
ち
は
い

つ
も
と
違
う
座
席
や
雰
囲
気
に

か
な
り
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、

学
校
や
ア
メ
リ
カ
生
活
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
を
し
な
が
ら
共

に
楽
し
く
お
弁
当
を
食
べ
て
い

た
。
昼
食
後
は
、
初
等
部
の
メ

イ
プ
ル
祭
の
練
習
風
景
と
、
中

等
部
の
授
業
を
観
覧
し
、
一
人

一
人
の
発
表
練
習
に
拍
手
を
送

っ
て
い
た
。
中
等
部
の
授
業
で

は
、学
習
の
様
子
を
見
守
っ
た
。

最
後
に
児
童
生
徒
は
全
員
が
コ

ナ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
集
合
し
、
記

念
撮
影
を
行
っ
た
。
集
合
写
真

撮
影
後
、
お
礼
の
言
葉
と
花
束

贈
呈
を
行
い
、
夫
人
は
次
の
訪

問
地
へ
と
向
か
っ
た
。　

　

今
回
は
約
１
時
間
半
の
滞
在

だ
っ
た
が
、
児
童
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
時
間
で

あ
っ
た
。

岸
田
首
相
夫
人
が
来
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
に

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
は
９
月
４
日
、
入
学
式
が
ス

ピ
ー
カ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ

れ
、
新
た
に
90
人
の
生
徒
が
入

学
し
た
。
式
典
は
山
本
主
事
に

よ
る
学
事
報
告
で
幕
を
開
け
、

続
い
て
巽
学
院
長
が
式
辞
を
述

べ
た
。
さ
ら
に
、
慶
應
義
塾
の

伊
藤
塾
長
に
よ
る
祝
辞
が
あ

り
、
新
入
生
た
ち
に
温
か
い
エ

ー
ル
を
贈
っ
た
。
続
い
て
今
年

度
は
、
学
業
成
績
が
優
秀
な
12

年
生
に
授
与
さ
れ
る
阪
田
奨
学

金
と
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た

芦
刈
記
念
奨
学
金
の
受
給
者
の

発
表
が
さ
れ
た
。
芦
刈
記
念
奨

学
金
は
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
外
科
腫
瘍
医
の
世

界
的
な
権
威
と
し
て
活
躍
し
、

開
校
以
来
学
院
の
理
事
と
し
て

も
長
年
に
わ
た
り
学
院
を
支
え

た
故
ロ
イ
芦
刈
先
生
の
生
涯
を

称
え
て
設
立
さ
れ
た
も
の
。
最

後
は
塾
歌
斉
唱
で
締
め
く
く
ら

れ
、
教
職
員
、
参
列
し
た
家
族

と
と
も
に
新
た
な
門
出
を
祝
っ

た
。
快
晴
の
空
の
下
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は

希
望
に
満
ち
た
笑
顔
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院

90
人
の
生
徒
が
入
学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
４

年
生
は
９
月
23
日
、
総
合
的
な

学
習
の
一
環
と
し
て
、
私
た
ち

が
生
活
を
し
て
い
る
グ
リ
ニ
ッ

チ
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
移
動

教
室
でBush-Holley House 

Council Rock

を
訪
れ
た
。

　

事
前
学
習
と
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
移
民
が
グ
リ
ニ
ッ
チ

に
移
り
住
ん
で
き
た
経
緯
や

独
立
戦
争
の
あ
ら
ま
し
に
加

え
て
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
町
の
様

子
の
移
り
変
わ
り
を
学
習
し

た
。Bush-Holley House

で

は
１
７
７
７
年
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
、
当
時
の
服
装
を
し
た

人
か
ら
生
活
の
様
子
を
聞
き
、

実
際
に
使
っ
て
い
た
道
具
を
触

っ
て
体
験
し
た
。
当
時
の
高

価
な
家
財
道
具
が
な
ぜBush-

Holley House

に
だ
け
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
家
財
道
具
は
ど

の
よ
う
に
運
ば
れ
て
き
た
の
か

を
歴
史
を
知
る
と
と
も
に
積
極

的
に
質
問
を
し
な
が
ら
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
パ
ー

ク
に
あ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
ロ
ッ
ク

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン

か
ら
オ
ー
ル
ド
グ
リ
ニ
ッ
チ
を

買
い
取
っ
た
際
の
契
約
書
を
調

印
し
た
場
所
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
記
念
と
し
て
設

置
さ
れ
た
岩
を
見
て
当
時
の

人
々
の
思
い
を
想
像
し
な
が
ら

見
学
し
て
い
た
。

　

事
後
学
習
で
は
、
見
学
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
深
め
る

た
め
に
、
当
時
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
で
生
活
し
て
い

た
か
想
像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

学
び
を
振
り
返
り
、
ま
と
め
の

新
聞
を
作
成
し
た
。

グリニッチの歴史を探ろう

４
年
生
社
会
科
移
動
教
室

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
土
曜
課

程
１
年
生
ク
ラ
ス
は
９
月
21

日
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
、

ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ウ
ン
テ
ィ
フ
ァ

ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
校
外
学

習
に
で
か
け
た
。
こ
の
日
に
向

け
て
授
業
で
牧
場
の
役
割
や
秋

の
作
物
に
つ
い
て
考
え
、
話
し

合
う
学
習
を
積
み
重
ね
て
き

た
。
当
日
、
生
徒
た
ち
は
フ
ァ

ー
ム
で
採
っ
た
野
菜
を
食
べ
た

り
、
ハ
ー
ブ
の
匂
い
を
か
い
だ

り
、
動
物
に
触
っ
て
餌
を
あ
げ

た
り
と
五
感
を
フ
ル
に
働
か

せ
、
感
じ
た
こ
と
や
気
が
つ
い

た
事
を
ノ
ー
ト
に
記
入
し
た
。

「
ト
マ
ト
が
と
て
も
甘
か
っ
た
」

「
き
ゅ
う
り
メ
ロ
ン
が
ス
イ
カ

の
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
で
可
愛
か

っ
た
」「
ヤ
ギ
が
コ
ロ
コ
ロ
の

う
ん
ち
を
し
て
い
る
の
を
見
て

面
白
か
っ
た
」
な
ど
思
い
思
い

に
感
想
を
述
べ
た
。
自
分
の
心

に
強
く
印
象
に
残
っ
た
事
、
感

じ
た
事
や
思
っ
た
事
に
焦
点
を

当
て
て
文
を
書
く
こ
と
の
大
切

さ
を
学
習
し
て
い
る
子
ど
も

達
。
こ
れ
か
ら
の
文
作
り
に
大

い
に
役
立
ち
そ
う
だ
。

リセ・ケネディ日本人学校
農場博物館を見学

　

岸
田
首
相
夫
人
か
ら
記
念
の
世

界
時
計
を
受
け
る
櫻
井
校
長

ニューヨーク日本人学校

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/school_information/books.html


（13）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）10月 5日（土）
　

イ
エ
ー
ル
大
学
で
史
上
人

気
＃
１
の
講
義
「Science of 

Well-being
（
幸
せ
の
科
学
）」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
心
理

学
教
授
ロ
ー
リ
ー
・
サ
ン
ト
ス

博
士
の
講
義
で
、
同
大
学
生
の

４
人
に
１
人
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
誰
で
も
無
料
で
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
今
年
４
月
ま
で
に
世
界

で
４
７
０
万
人
の
人
が
受
講
登

録
し
ま
し
た
。
今
回
は
サ
ン
ト

ス
教
授
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
、
認
知

心
理
学
、
神
経
心
理
学
他
）
の

研
究
結
果
に
基
づ
き
、
真
に
幸

せ
を
も
た
ら
す
も
の
は
何
か
に

つ
い
て
紹
介
し
た
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ン
ト
ス
教
授
に
よ
れ
ば
、

人
が
「
自
分
は
こ
う
な
れ
ば
幸

せ
に
な
れ
る
」
と
信
じ
て
い
る

こ
と
が
物
欲
的
な
も
の
や
社
会

的
地
位
な
ど
で
あ
る
場
合（「
年

収
が
１
千
万
円
あ
れ
ば
」
な

ど
）、
た
と
え
そ
れ
が
現
実
と

な
っ
て
も
、
実
際
に
は
長
期
的

な
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は

「Hedonistic Adaptation

（
快

楽
の
順
応
）」
と
い
う
概
念
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
年

収
が
１
千
万
円
あ
れ
ば
、
好
き

な
も
の
が
手
に
入
っ
た
り
、
好

き
な
こ
と
が
で
き
、
一
時
的
な

幸
福
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
た
だ

人
の
心
は
そ
の
う
ち
そ
の
基
準

に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
時
間
の
経
過
と
共
に
、
幸
せ

を
感
じ
る
た
め
に
は
更
に
高
い

基
準（
こ
の
場
合
は
高
い
収
入
）

が
必
要
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
我
々
の
本
質
的
な
幸
せ
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
サ
ン
ト
ス
教
授
に
よ
れ

ば
、
以
下
の
こ
と
を
我
々
の
生

活
に
取
り
込
み
、
習
慣
的
に
行

う
こ
と
が
、
長
期
的
な
我
々
の

真
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■ 

運
動
と
睡
眠

　

人
の
心
と
体
は
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的
な
運

動
と
適
度
な
睡
眠
が
人
の
心
と

体
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
、
特
に
最
近
の
脳
科
学

の
研
究
に
よ
り
繰
り
返
し
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
は
７
〜

８
時
間
、
５
歳
か
ら
12
歳
の
子

ど
も
に
は
10
〜
12
時
間
の
睡
眠

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
十

分
な
睡
眠
は
体
の
免
疫
機
能
の

低
下
、
集
中
力
、
判
断
力
、
学

習
・
仕
事
の
効
率
の
低
下
、
ま

た
感
情
調
整
力
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
（
結
果
イ
ラ
イ
ラ
や

悲
し
み
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情

が
起
こ
り
や
す
く
な
る
）。
運

動
は
う
つ
症
状
の
改
善
や
気
分

の
向
上
、
記
憶
力
や
集
中
力
ア

ッ
プ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
と

体
の
健
康
促
進
へ
の
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ト
ス

教
授
は
少
な
く
と
も
大
人
で
毎

日
７
時
間
の
睡
眠
、
30
分
の
運

動
を
奨
め
て
い
ま
す
。

■ Gratitude Journal

（
感

謝
の
気
持
ち
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
研
究

で
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、

人
生
の
幸
福
感
や
心
の
健
康
度

が
高
ま
る
こ
と
、
体
の
健
康
も

促
進
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
人
間

関
係
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
の
思
考
と
感
情
と
行
動
は

相
互
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
日
常
的

に
持
つ
こ
と
は
日
々
の
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
感
情
に
つ
な
が
り
、
行

動
に
も
好
影
響
し
ま
す
。
サ
ン

ト
ス
教
授
に
よ
れ
ば
、
就
寝
前

に
そ
の
日
自
分
が
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
た
こ
と
を
３
つ
か

ら
５
つ
書
き
留
め
る
だ
け
で

早
け
れ
ば
２
週
間
で
そ
の
効

果
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人

に
「Gratitude letter

・
感
謝

の
手
紙
」
を
書
く
の
も
同
じ
よ

う
に
効
果
的
で
す
。
こ
れ
は
教

育
相
談
室
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

で
も
お
勧
め
し
て
い
ま
す
が
、

家
庭
で
夕
食
時
に
そ
の
日
自
分

が
感
謝
し
た
こ
と
を
家
族
で
言

い
あ
う
、
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

あ
う
の
も
大
変
よ
い
と
思
い
ま

す
。

■ Random act of kindness

（
無
作
為
の
親
切
な
行
動
）

　

他
者
へ
の
親
切
な
行
動
を
日

常
的
に
行
う
こ
と
で
、
我
々
自

身
の
幸
福
感
が
高
ま
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。「
親
切
な

行
動
（Kind act

）」
と
聞
い

て
思
い
つ
く
も
の
な
ら
ど
ん
な

こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
慈

善
団
体
に
寄
付
す
る
、
周
り
の

人
の
良
い
面
や
行
動
を
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
評
価
し
伝
え
る
・
褒
め

る
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

る
（
道
に
迷
う
人
に
丁
寧
に
道

順
を
教
え
る
他
）、
コ
ー
ヒ
ー

を
買
い
に
行
っ
た
つ
い
で
に
隣

の
同
僚
の
分
も
買
っ
て
渡
す
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
数
多
く
の

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
ん
の
些

細
な
こ
と
で
も
自
分
の
行
動
で

人
が
「
嬉
し
い
」
な
ど
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
気
分
に
な
る
こ
と
で

自
分
自
身
も
よ
い
気
分
と
な
り

（
嬉
し
い
、
満
足
感
他
）、
そ
れ

を
習
慣
的
に
行
う
こ
と
で
そ
の

気
分
が
持
続
で
き
ま
す
。

　

次
回
も
続
け
て
本
質
的
な
幸

せ
を
も
た
ら
す
も
の
は
何
か
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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8
月
に
東
京
で
第
26
回
同
窓

会
を
開
い
た
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は

9
月
15
日
、
同
学
園
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
校
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

に
て
ア
メ
リ
カ
国
内
で
最
初
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
同
窓
会
を
開
い

た
。
丹
羽
美
代
子
初
代
園
長
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
見
上
げ
て
同

学
園
学
園
歌
を
合
唱
し
て
会
は

幕
を
あ
け
た
。
45
年
前
よ
い

子
の
学
園
と
し
て
創
設
さ
れ

１
９
９
０
年
よ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
と
し
て
運
営
さ
れ

た
学
園
の
歴
史
を
岡
本
徹
学
園

長
が
説
明
。「
こ
れ
ま
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
に
よ
る

多
大
な
協
力
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　

元
よ
い
子
の
学
園
時
代
の
初

期
の
園
児
か
ら
最
近
の
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
在
籍
者
ま
で
、
30

歳
以
上
の
年
齢
差
が
あ
る
同
窓

生
で
、
保
護
者
も
参
加
し
て
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

元
理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
大
橋
渉

氏
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
と
初
期

の
頃
の
思
い
出
話
が
語
ら
れ

た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
歌

手
の
上
井
雅
代
さ
ん
の
オ
ペ

ラ
（
阿
部
公
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
）、
１
９
７
９
年
か
ら
の

保
護
者
で
あ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
遊
真
あ
つ
こ
さ
ん
の
歌
、
三

上
ク
ニ
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ

の
演
奏
と
続
き
会
場
は
す
っ
か

り
打
ち
と
け
、
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
の
中
学
生
達
を
中
心
と
す

る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
っ
た
。
後
援
企
業Korin

と

Sunrise Mart

提
供
に
よ
る
景

品
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
は
大

喜
び
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
品
物

も
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
も
行
わ
れ
た
。
当
日
は
約
50

人
が
参
加
し
た
。

よ
い
子
の
学
園
、
育
英
学
園

フ
ァ
ミ
リ
ー
同
窓
会

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

は
、
今
年
度
の
親
子
教
室
が
始

ま
っ
た
。
一
生
の
中
で
も
っ
と

も
大
き
く
成
長
し
、
た
く
さ
ん

の
感
覚
が
身
に
つ
い
て
い
く

生
ま
れ
て
か
ら
の
最
初
の
１

年
。
そ
の
大
切
な
時
期
に
、「
言

葉
」「
か
ら
だ
」「
五
感
」
の
３

つ
の
柱
を
中
心
に
練
ら
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
親
子
で
一
緒
に

遊
び
な
が
ら
子
供
の
成
長
も
見

守
っ
て
い
く
教
室
。
育
児
奮
闘

中
の
保
護
者
が
普
段
感
じ
て
い

る
「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
？
」
を
共
有
す
る
こ
と
で
安

心
し
て
子
育
て
に
向
き
合
え
る

よ
う
な
ク
ラ
ス
作
り
を
し
て
い

る
。「
言
葉
」
は
わ
ら
べ
う
た

や
言
葉
遊
び
を
通
し
て
発
語
を

促
し
、「
か
ら
だ
」
は
赤
ち
ゃ

ん
体
操
・
運
動
遊
び
を
通
し
て

基
礎
運
動
能
力
を
引
き
出
す
。

そ
し
て
「
五
感
」
は
リ
ズ
ム
・

ペ
イ
ン
ト
・
粘
土
遊
び
な
ど
を

通
し
て
、
五
感
を
刺
激
し
感
性

を
高
め
る
。

　

今
年
度
の
第
１
回
、
最
初
は

緊
張
し
て
母
親
の
膝
に
く
っ
つ

い
て
い
た
子
供
が
、
自
分
で
動

き
出
し
安
心
し
た
笑
顔
を
見

せ
、
そ
の
笑
顔
を
見
て
母
親
も

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

こどものくに幼稚園

親子教室

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
校
Ｌ
Ｉ

校
で
９
月
22
日
、
保
護
者
会
主

催
「
保
護
者
向
け
大
学
進
学
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
大

学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
矢
部
文

（
や
べ
・
あ
や
）
氏
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
、
同
校
教
員
で
講
師

の
大
森
美
和
氏
が
「
偏
差
値
命

で
一
発
勝
負
の
日
本
と
違
い
、

ア
メ
リ
カ
で
の
受
験
は
成
績
や

テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
で
な
く
、

人
格
や
何
に
情
熱
を
も
っ
て
打

ち
込
ん
だ
か
な
ど
総
合
的
な
観

点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。
そ
し

て
、
大
学
の
選
び
方
、
最
近
の

出
願
傾
向
、
大
学
訪
問
の
メ
リ

ッ
ト
な
ど
に
触
れ
た
後
、
大
学

申
請
に
必
要
な
６
点（
Ｇ
Ｐ
Ａ
、

課
外
活
動
、Demonstrated 

Interest

：
希
望
大
学
へ
の
熱

意
、
推
薦
状
、
エ
ッ
セ
イ
、
テ

ス
ト
ス
コ
ア
）
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
し
た
。
ま
た
、
テ
ス
ト

ス
コ
ア
提
出
義
務
の
復
活
や
Ａ

Ｉ
時
代
に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
へ

の
大
学
側
の
対
応
な
ど
、
最
新

の
ト
レ
ン
ド
や
大
学
費
用
に
つ

い
て
も
紹
介
し
た
。

　

次
に
、ゲ
ス
ト
の
矢
部
氏
が
、

自
ら
も
保
護
者
、
ま
た
元
補
習

校
の
教
員
と
し
て
「
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
の
子
供
達
も
英
語
で
エ
ッ

セ
イ
を
書
く
上
で
コ
ー
チ
ン
グ

が
必
要
」
と
痛
感
し
た
経
験
か

ら
大
学
進
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

世
界
に
飛
び
込
ん
だ
と
自
己
紹

介
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の
大
学
受

験
は
日
本
の
就
職
活
動
と
似
て

「
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

を
大
学
に
上
手
く
伝
え
る
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
が
大
切
」
と

述
べ
た
。
エ
ッ
セ
イ
は
大
学
に

と
っ
て
「
価
値
観
や
人
物
像
を

理
解
し
、
相
性
を
見
極
め
る
ツ

ー
ル
」、学
生
に
と
っ
て
も
「
自

分
を
知
っ
て
も
ら
い
、
他
の
生

徒
と
差
別
化
す
る
ツ
ー
ル
」と
、

そ
の
重
要
性
を
示
唆
し
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の

心
を
掴
む
書
き
方
を
丁
寧
に
指

導
し
た
。
更
に
は
小
・
中
学
生

の
子
供
を
も
つ
保
護
者
に
も
、

早
く
か
ら
批
判
的
思
考
を
育
て

る
必
要
性
を
説
い
た
。
参
加
者

は
「
日
本
語
で
ア
メ
リ
カ
の
受

験
に
つ
い
て
学
べ
る
い
い
機
会

だ
っ
た
」「
と
て
も
濃
い
内
容

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

大
学
進
学
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

矢部氏 大森氏

https://www.samuraimama.com/
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://japaneseschool.org
https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
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な
ー
ん
に
も
し
な
い
。
広
場

に
集
め
ら
れ
て
、
１
日
10
分
か

な
？
30
分
か
な
？
ち
ょ
こ
っ
と

運
動
し
て
、
あ
と
は
ご
飯
食
べ

て
、
お
風
呂
も
入
る
日
と
入
ら

な
い
日
も
あ
る
。
そ
ん
な
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
き
た
い
で
す

か
？
私
は
ち
ょ
っ
と
ね
…
。（
苦

笑
）
例
え
ば
、
こ
ん
な
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ら
週
２
回
く
ら
い
な

ら
行
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー
、
園

芸
療
法
を
売
り
に
し
て
い
る
デ

イ
や
、
ゴ
ル
フ
や
麻
雀
、
ゲ
ー

ム
、
カ
ラ
オ
ケ
に
特
化
し
て
、

特
に
男
性
を
惹
き
つ
け
る
デ
イ

も
面
白
い
か
な
。
さ
ら
に
、
事

業
所
の
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
例
え
ば
、
ラ
ー
メ
ン
の

「
一
蘭
」
の
よ
う
な
「
個
室
」

を
設
け
て
い
る
デ
イ
も
面
白
い

し
、
行
っ
て
み
た
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
認
知
症

は
少
し
あ
る
け
ど
、
身
体
が
ま

だ
衰
え
て
い
な
け
れ
ば
、
い
っ

そ
の
こ
と
「
デ
イ
で
雇
用
」
も

い
い
で
す
ね
。
社
会
的
な
役
割

が
あ
る
っ
て
生
き
て
い
く
実
感

が
湧
き
ま
す
か
ら
。
実
際
、
う

ち
の
事
業
所
で
は
昨
年
４
月
に

利
用
者
を
採
用
し
ま
し
た
し
、

十
分
で
き
る
こ
と
で
す
。
も
う

「
集
団
で
何
か
を
や
る
」
と
い

う
の
は
時
代
遅
れ
。来
年
は「
昭

和
１
０
０
年
」
で
す
。
新
時
代

の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る

Uber

の
介
護
送
迎
版
が
や
っ

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の

人
口
は
毎
年
30
万
人
ず
つ
減
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
お

伝
え
し
て
お
り
ま
す
通
り
で
す

が
、
介
護
職
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現

状
と
、「
介
護
も
運
転
も
上
手

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
無
理
が
あ
る
。
専
門
的
な

技
術
は
専
門
家
に
任
せ
た
方
が

事
故
も
起
き
な
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
視
点
に
立
っ
た
も
の
で

す
。
よ
り
効
率
的
で
利
便
性
の

高
い
仕
組
み
を
作
れ
る
環
境
の

整
備
が
狙
い
。
厚
労
省
は
さ
ら

に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
の
同
乗
も
可
能
と
一
気
に

緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
群
馬
県
で

も
う
５
年
前
か
ら
取
り
組
ま
れ

て
い
る
ウ
ー
バ
ー
な
ら
ぬ
、
福

祉
ム
ー
バ
ー
（
語
呂
が
似
て
い

る
）。
５
年
前
は
、
ま
だ
日
本

「
介
護
事
業
」
も
新
時
代
の

サ
ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
よ
う
！

で
は
「
白
タ
ク
！
」
と
非
難
さ

れ
て
、
日
本
に
は
一
生
馴
染
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
と
諦
め
て

い
た
頃
で
し
た
が
、
実
は
、
今

回
の
自
民
党
の
総
裁
選
び
で
国

策
と
し
て
熱
い
議
論
を
さ
れ
て

い
る
の
が
、
こ
の
緩
和
な
の
で

す
。
や
っ
と
日
本
に
もUber

の
よ
う
な
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

が
や
っ
て
く
る
！
そ
の
必
要
性

が
全
国
的
に
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
介
護
業
界

で
、「
通
所
介
護
」
は
高
齢
者

の
集
う
事
業
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
イ
メ
ー
ジ
を
ぶ
っ
壊
し
て
、

通
所
介
護
事
業
が
保
険
外
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
拡
大
で
き
る
事
業

の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
と
き
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
通
所
介
護

＝
日
本
版Uber

？
と
な
る
の

か
な
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
人
手
不
足
解

消
と
し
て
も
「
カ
イ
テ
ク
」
と

い
う
介
護
に
関
す
る
資
格
を
保

有
し
て
い
る
方
が
ス
キ
マ
時
間

に
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

利
用
で
き
る
単
発
ア
ル
バ
イ
ト

ア
プ
リ
。
こ
れ
は
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
比
べ
る
と
岩
盤
規
制
が
柔

ら
か
い
人
材
ア
プ
リ
に
な
る
の

で
こ
こ
３
年
で
一
気
に
広
が
っ

て
い
る
様
相
で
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、Honor
が
そ
れ
に
相

当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
１
日
単
位
の
仕
事
を
、

最
短
５
分
で
見
つ
け
て
採
用
決

定
。
面
接
・
履
歴
書
等
の
面
倒

な
手
続
き
は
不
要
。
す
で
に

27
万
人
以
上
の
介
護
福
祉
士
な

ど
介
護
の
有
資
格
者
が
い
る
と

の
こ
と
。
実
は
、
当
社
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
も
、
当
社
人

材
の
30
％
は
こ
の
ア
プ
リ
に
よ

る
働
き
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
ゾ

ッ
と
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
急

な
職
員
の
休
み
を
誰
が
補
て
ん

す
る
の
か
？
そ
れ
は
経
営
者
で

あ
る
私
だ
か
ら
で
す
。
あ
ー
よ

か
っ
た
今
の
時
代
に
経
営
が
で

き
て
（
笑
）。
空
い
た
時
間
は

自
分
の
時
間
。
楽
し
も
う
！

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

 おだいじに
カイロプラクティックに

関する知識（5）

　

も
し
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
交
通
事

故
に
遭
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
痛

み
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
痛
み
な
ど
の
症
状
が
す
ぐ

に
は
出
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
放
っ
て

お
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
後
に

交
通
事
故
の
後
遺
症
と
し
て
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
タ
ー
は
交
通
事
故
に
よ
る

ケ
ガ
や
痛
み
を
治
療
す
る
専
門

医
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
っ
た
際
、
脳
振

と
う
、
骨
折
、
出
血
な
ど
の
症

状
の
場
合
は
緊
急
病
棟
を
訪
れ

て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
む
ち

打
ち
、
打
撲
、
首
痛
、
腰
痛
な

ど
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
処
置

を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
検
査

は
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
異
常
が

見
ら
れ
な
い
と
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
軟
部
組
織
の
ケ
ガ
は
見

落
と
さ
れ
る
か
重
要
視
さ
れ
ま

せ
ん
。 

　

車
の
時
速
が
低
速
度
の
事
故

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
骨
格
や

年
齢
、
ま
た
は
追
突
し
た
角
度

で
背
骨
に
与
え
る
影
響
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
長

期
に
わ
た
っ
て
後
遺
症
に
悩
ま

さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
事
故
後

は
す
ぐ
に
専
門
の
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
タ
ー
で
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
私
自
身
も
含
め
、
多

く
の
ア
メ
リ
カ
の
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
医
は
、
事
故
に
よ

る
む
ち
打
ち
の
専
門
課
程
を
修

了
し
た
専
門
医
で
す
。
交
通
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
は
軟
部
組
織
の

ケ
ガ
が
一
般
的
で
す
。
軟
部
組

織
と
い
う
の
は
、筋
肉
や
靭
帯
、

椎
間
板
、
神
経
な
ど
目
に
見
え

な
い
組
織
の
こ
と
で
す
。
例
え

ば
「
事
故
で
頭
を
打
撃
し
て
脳

振
と
う
に
な
り
意
識
が
な
く
な

っ
た
」「
ど
こ
か
に
強
打
し
て

出
血
や
骨
折
を
し
た
」
と
な
る

と
、
目
に
見
え
る
も
の
な
の

で
、
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
慌
て
ふ

た
め
い
て
病
院
に
駆
け
つ
け
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
軟
部
組

織
の
ケ
ガ
の
場
合
、
い
っ
た
ん

見
落
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
目
で
見
て

見
え
な
い
か
ら
で
す
。
何
と
な

く
感
覚
と
し
て
、
大
し
た
こ
と

で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
が
元
で
後
に
酷
い
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
原
因
に
な
っ

た
り
、
神
経
痛
で
長
年
悩
ま
さ

れ
た
り
、
関
節
炎
が
ひ
ど
く
な

り
検
査
し
た
ら
骨
の
変
形
が
進

ん
で
い
た
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
が
発
症
し
、
数
年
後
・
数

十
年
後
に
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。 

　

事
故
後
、
痛
み
を
感
じ
な
く

て
も
、
ま
ず
は
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
詳
細
な
背

骨
の
検
査
を
す
る
こ
と
を
お
勧

交
通
事
故
の
ケ
ガ
は
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

め
し
ま
す
。
む
ち
打
ち
や
そ
れ

以
外
の
症
状
と
し
て
、
交
通
事

故
後
に
起
こ
り
や
す
い
症
状
は

以
下
の
も
の
が
代
表
的
で
す
。

以
下
の
症
状
に
気
が
つ
い
た

ら
、
す
ぐ
に
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

 　
首
の
痛
み/
凝
り
・
首
の

筋
肉
に
触
れ
る
と
痛
む/
し
こ

り
が
あ
る
・
あ
ご
関
節
の
痛
み

や
ズ
レ
・
頭
痛
・
肩
や
肩
甲
骨

の
痛
み
や
コ
リ
・
手
や
指
の
痛

み/

し
び
れ/

ヒ
リ
ヒ
リ
感
・

背
中
痛
・
腰
痛
・
目
が
か
す
む
・

喉
に
ひ
っ
か
か
る
感
じ
・
飲
み

込
み
に
く
い
・
め
ま
い
・
バ
ラ

ン
ス
が
取
り
に
く
い
・
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
安
な
ど
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中
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「
あ
な
た
の
趣
味
は
何
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
あ
な
た
は
ど

う
答
え
ま
す
か
。
私
は
「
テ

ニ
ス
」
と
答
え
ま
す
。
私
は

家
族
の
影
響
で
小
さ
い
時
に

テ
ニ
ス
を
始
め
、
私
の
家
族

の
中
で
は
、
み
ん
な
が
大
好

き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
お
父

さ
ん
と
お
じ
さ
ん
は
子
供
の

時
か
ら
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い

て
ジ
ュ
ニ
ア
の
頃
か
ら
高
い

ラ
ン
キ
ン
グ
を
持
っ
て
い
て
、

高
校
、
大
学
の
時
に
大
活
躍

し
、
今
で
も
大
人
の
テ
ニ
ス

リ
ー
グ
や
実
業
団
な
ど
で
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
を
や
る
こ
と
で
、

新
し
い
人
と
出
会
っ
た
り
、

テ
ニ
ス
以
外
で
も
役
立
つ
ス

キ
ル
な
ど
が
身
に
付
く
色
々

な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
を

通
し
て
色
々
な
人
と
出
会
い
、

友
達
や
知
り
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
大
き
く
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
父

さ
ん
が
入
っ
て
い
る
チ
ー
ム

に
は
様
々
な
年
齢
や
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
が
い
て
、

テ
ニ
ス
と
い
う
共
通
点
を
通

し
て
色
々
な
人
た
ち
と
会
い
、

仲
良
く
す
る
様
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
の
参
加
し
て
い
る
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
と
も

一
緒
に
テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
私
と
コ
ー
チ

と
の
関
係
が
近
く
な
り
、
よ

り
細
か
く
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
た
り
、
熱
心
に
私

の
テ
ニ
ス
成
績
を
応
援
し
て

く
れ
ま
す
。
私
自
身
は
ま
だ

テ
ニ
ス
を
通
し
て
あ
ま
り
友

達
や
知
り
合
い
を
作
る
こ
と

が
出
来
て
ま
せ
ん
が
、
最
近

参
加
し
始
め
た
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ー
ム
テ
ニ
ス
で
は
、
普
段
は

ド
リ
ル
で
あ
ま
り
話
す
機
会

が
な
い
子
で
も
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
と
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー

を
一
緒
に
応
援
し
た
り
、
一

緒
に
個
人
で
練
習
す
る
機
会

や
話
せ
る
機
会
が
出
来
始
め

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
高
校
の
テ
ニ
ス

チ
ー
ム
、
大
学
の
テ
ニ
ス
な

ど
で
、
も
っ
と
も
っ
と
色
々

な
人
と
出
会
う
こ
と
が
出
来

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、

努
力
、
継
続
性
、
諦
め
ず
に
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「
は
じ
め
て
の

　

レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
汐
栞

頑
張
る
執
念
が
大
切
で
す
が
、

テ
ニ
ス
で
は
特
に
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。 

テ
ニ
ス
で
は
、

ボ
ー
ル
を
打
つ
ス
キ
ル
や
い

い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
ボ
ー
ル
を

捉
え
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

が
大
事
で
す
が
、
そ
れ
に
加

え
、
ス
コ
ア
で
負
け
て
い
て

も
挽
回
し
逆
転
で
き
る
と
思

え
る
自
信
と
負
け
な
い
気
持

ち
が
大
事
で
す
。
他
の
ス
ポ

ー
ツ
と
は
違
い
、
テ
ニ
ス
は

コ
ー
ト
に
立
っ
て
い
る
の
は

自
分
一
人
な
の
で
、
厳
し
い

場
面
で
も
自
分
の
力
を
信
じ

て
頑
張
る
精
神
力
（
メ
ン
タ

ル
タ
フ
ネ
ス
）
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
の
強

さ
を
日
々
の
学
校
生
活
や
社

会
に
出
た
時
に
自
信
を
持
ち

な
が
ら
色
々
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
現
地
校
の
英
語
の

ク
ラ
ス
で
「
自
分
に
大
切
な

物
」
を
ク
ラ
ス
発
表
す
る
、

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

り
、
色
々
迷
っ
た
と
こ
ろ
「
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
」
と
決
め
ま

し
た
。
最
初
は
お
父
さ
ん
の

影
響
で
た
だ
練
習
に
行
っ
て

い
て
、
た
ま
に
は
、「
疲
れ
た

な
〜
、
今
日
や
り
た
く
な
い

な
〜
」
と
思
う
時
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
の

発
表
の
準
備
を
し
て
い
る
う

ち
に
テ
ニ
ス
が
私
に
ど
れ
だ

け
教
え
て
く
れ
た
か
を
、
初

め
て
知
っ
た
様
な
気
が
し
ま

し
た
。
今
で
は
、
お
父
さ
ん

と
チ
ー
ム
メ
ー
ト
達
の
テ
ニ

ス
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
私
も
テ
ニ
ス
を
頑
張
っ

て
そ
う
い
う
風
に
打
ち
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス

を
も
っ
と
一
生
懸
命
練
習
し

て
、
高
校
、
大
学
の
チ
ー
ム

に
入
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も

趣
味
を
大
事
に
し
て
、
諦
め

ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
14
年
）
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私
は
、
夏
休
み
に
友
達
と

お
姉
ち
ゃ
ん
と
レ
モ
ネ
ー
ド

を
売
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
レ
モ
ネ
ー
ド
ス

タ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。
レ
モ

ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
に
必
要
な

か
ん
板
や
レ
モ
ン
が
ら
の
テ

ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
、
そ
の

他
の
材
料
を
買
い
に
行
き
ま

し
た
。

　

次
は
、
か
ん
板
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
真
ん
中
に
英
語
で

L
E
M
O
N
A
D
E
と
、
太

い
文
字
で
書
き
ま
し
た
。
文

字
の
中
の
色
は
何
に
し
よ

う
？
と
考
え
て
い
た
時
、「
レ

モ
ン
の
黄
色
に
し
よ
う
。」
と

友
達
が
言
い
ま
し
た
。「
そ
れ

じ
ゃ
あ
他
の
色
は
夏
ら
し
い

空
色
に
し
よ
う
。」
と
お
姉
ち

ゃ
ん
が
言
っ
て
、
こ
の
二
色

に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
ま
わ
り
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
何

を
書
こ
う
か
な
？
」
と
私
が

み
ん
な
に
聞
く
と
、「
レ
モ
ン

の
写
真
を
つ
け
る
の
は
ど
う

か
な
。」
と
友
達
が
言
い
、
私

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
レ
モ
ン
の
画
像
を

見
つ
け
て
印
刷
し
ま
し
た
。

印
刷
し
た
レ
モ
ン
を
切
り
取

り
、
か
ん
板
に
張
り
付
け
ま

し
た
。
す
る
と
、
と
て
も
カ

ラ
フ
ル
で
み
ず
み
ず
し
い
か

ん
板
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
朝
六
時
半
に
起
き

て
す
ぐ
に
友
達
の
家
に
行
き
、

さ
っ
そ
く
レ
モ
ネ
ー
ド
屋
さ

ん
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
は

み
ん
な
恥
ず
か
し
が
っ
て
大

き
な
声
で
売
る
事
が
で
き
な

く
て
、
も
し
か
し
た
ら
売
れ

な
い
か
も
、
と
心
配
し
た
け

れ
ど
、
勇
気
を
出
し
て
聞
い

て
見
た
ら
売
れ
ま
し
た
！
レ

モ
ネ
ー
ド
を
売
っ
て
い
る
最

中
に
、
大
人
た
ち
が
と
な
り

で
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
大
人
が
が
ん

ば
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

も
が
ん
ば
ろ
う
！
と
、
私
は

思
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
お
客
さ
ん
が
増
え

て
き
て
、
レ
モ
ネ
ー
ド
が
売

し
た
。
少
し
の
お
か
ず
が
入

っ
て
い
た
こ
の
お
や
つ
は
一

銭
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
一
銭
焼
き
と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

戦
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

支
援
物
資
の
小
麦
粉
（
当
時

メ
リ
ケ
ン
粉
と
言
わ
れ
て
い

た
）
と
水
、具
材
を
合
わ
せ
た
、

子
ど
も
の
お
や
つ
か
ら
、
大

人
の
食
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

が
れ
き
の
中
か
ら
鉄
板
が
多

く
見
つ
か
り
、
そ
れ
を
利
用

し
た
こ
と
も
お
好
み
焼
き
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

一
つ
の
理
由
で
す
。

　

お
好
み
焼
き
は
だ
ん
だ
ん

と
広
島
の
人
々
の
生
活
の
一

部
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。
オ

タ
フ
ク
ソ
ー
ス
の
始
ま
り
は

「
佐
々
木
商
店
」
と
言
う
お
酢

の
お
店
で
し
た
。
し
だ
い
に

ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
の
お
店
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
る

時
、
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
の

お
ば
さ
ん
が
、「
ウ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス
っ
て
サ
ラ
サ
ラ
し
て
い

る
か
ら
、
お
好
み
焼
き
に
か

け
る
と
た
れ
ち
ゃ
う
か
ら
こ

ま
っ
ち
ゃ
う
の
よ
ね
。」
と
言

っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
佐
々

木
さ
ん
は
と
ろ
み
の
あ
る
ソ

ー
ス
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
。
た
く
さ
ん
の
研
究
を

重
ね
て
、
出
来
上
が
っ
た
の

が
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
な
の
で

す
。
私
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

次
の
日
、
私
は
お
好
み
焼

き
教
室
に
行
き
ま
し
た
。
お

好
み
焼
き
に
い
ろ
い
ろ
な
具

材
を
入
れ
ま
し
た
。
始
め
に

キ
ャ
ベ
ツ
を
た
く
さ
ん
き
じ

の
上
に
乗
せ
ま
し
た
。
他
に

も
豚
肉
、
天
か
す
、
も
や
し
、

ね
ぎ
、
イ
カ
天
な
ど
を
入
れ

ま
し
た
。
後
に
麺
と
卵
も
入

れ
ま
し
た
。
ヘ
ラ
と
言
う
道

具
を
使
っ
て
ひ
っ
く
り
返
し

た
り
し
ま
し
た
。
き
じ
は
と

て
も
壊
れ
や
す
く
、
私
の
も

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
青

の
り
と
お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス

を
か
け
て
出
来
上
が
り
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
作
っ
た
お
好
み

焼
き
は
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
、
今
年
の
夏
休
み
の

楽
し
か
っ
た
思
い
で
を
決
し

て
忘
れ
ま
せ
ん
。
オ
タ
フ
ク

ソ
ー
ス
の
展
示
物
を
さ
わ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
母
と
い
っ
し

ょ
に
大
き
な
鉄
板
で
お
好
み

焼
き
を
作
っ
た
こ
と
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
広
島
に

行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
11
年
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
私
に
と
っ
て
の
テ
ニ
ス
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
希
海

「夏休みの思い出」
　　　ニューヨーク育英学園フレンズアカデミー小６
　　　　　　　　　　　　　　　　　安田　愛華

れ
て
き
た
時
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

レ
モ
ネ
ー
ド
屋
さ
ん
を
や
っ

て
、
人
に
物
を
売
る
事
は
と
て

も
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
売

る
こ
と
よ
り
も
準
び
す
る
方
が

も
っ
と
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

楽
し
く
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。ま
た
い
つ
か
や
る
と
き
は
、

何
杯
売
り
た
い
！
と
目
標
を
決

め
て
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
年
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

今
年
の
夏
、
私
は
広
島
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
楽
し
か
っ
た
思
い

出
は
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
の
工
場

見
学
と
お
好
み
焼
き
教
室
に
行

っ
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
広
島

本
社
工
場
に
あ
る
、「
ウ
ッ
ド

エ
ッ
グ
お
好
み
焼
き
館
」
で
、

お
好
み
焼
き
と
オ
タ
フ
ク
ソ
ー

ス
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
の
時
、「
お
好

み
焼
き
」
は
「
一
銭
焼
き
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
一

銭
焼
き
は
子
ど
も
の
お
や
つ
で

「ひまわりをつんだ」
　　　　　　　　ニューヨーク補習授業校W校小１
　　　　　　　　　　　　　　　もりしげ　さや子

　

か
ぞ
く
で
ひ
ま
わ
り
を
つ
み

に
い
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
ひ

ま
わ
り
が
あ
っ
て
、
ど
れ
に
し

よ
う
か
ま
よ
い
ま
し
た
。
わ
た

し
の
せ
の
た
か
さ
の
ひ
ま
わ
り

を
つ
み
ま
し
た
。
い
え
に
か
え

っ
て
、
ひ
ま
わ
り
を
か
び
ん
に

い
れ
て
か
ざ
り
ま
し
た
。
い
え

の
な
か
が
な
つ
に
な
り
ま
し

た
。　

       　
（
滞
米
４
か
月
）

https://starchildny.com/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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大
学
を
卒
業
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
就
職
、
そ
の
後
数
年
経

ち
現
在
の
年
収
が
８
万
ド
ル
前
後
。
一
人
で
ア
パ
ー
ト
を
借

り
た
い
が
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
家
賃
が
高
す
ぎ
て
ル
ー
ム
メ

イ
ト
と
暮
ら
し
て
い
る
」
と
い
う
方
は
沢
山
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
ち
ら
は
1
番
線
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、

改
修
済
み
の
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
・
ア
パ
ー
ト
。
１
３
５
丁
目

と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
の
角
に
あ
る
。
夏
は
音
楽
で
溢
れ
、

生
活
に
便
利
な
環
境
だ
。
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

二
つ
に
収
納
充
実
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
も
余
裕
の
サ
イ
ズ
。

キ
ッ
チ
ン
は
セ
パ
レ
ー
ト
、
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
付

き
。
そ
し
て
レ
ン
ト
は
驚
き
の
１
９
４
５
ド
ル
だ
。

　

こ
れ
は
レ
ン
ト
ス
タ
ビ
ラ
イ
ズ
ド
（
安
定
家
賃
）
と
呼
ば

れ
る
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
一
つ
。
１
９
４
７
年
か
ら
１
９
７
４

年
の
間
に
建
て
ら
れ
、
6
ユ
ニ
ッ
ト
以
上
等
の
条
件
を
満
た

す
ビ
ル
が
基
本
的
に
対
象
と
な
る
が
、
家
賃
が
一
定
の
率
で

し
か
上
が
ら
な
い
た
め
安
心
で
あ
る
。
こ
う
し
た
格
安
の
物

件
は
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
、
特
に
ハ
ー
レ
ム
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ

イ
ツ
な
ど
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
上
部
、
ク
イ
ー
ン
ズ
な
ど
に
数

多
く
残
っ
て
い
る
。

　

ス
ト
リ
ー
ト
イ
ー
ジ
ー
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
あ
ま

り
見
か
け
な
い
、
こ
う
し
た
格
安
物
件
を
見
つ
け
る
に
は
、

駅
前
に
古
く
か
ら
あ
る
よ
う
な
小
さ
な
不
動
産
を
調
べ
て
廻

る
の
も
効
果
的
だ
。
そ
う
し
た
地
元
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
稀
な

空
室
情
報
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
物
件
は

審
査
が
や
や
厳
し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
賃
料
の
40
倍
以
上
の

年
収
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
ス
コ
ア
が
７
２
０
以
上
あ
る
な
ら
、
直

接
足
を
運
ん
で
相
談
す
る
の
が
良
い
。

　

そ
ん
な
際
大
事
な
の
が
、
あ
な
た
が
人
々
の
信
頼
に
足
り

得
る
誠
実
な
人
間
か
ど
う
か
。
長
年
地
元
に
根
ざ
し
、
経
験

を
持
つ
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
人
間
を
見
抜
く
。
信
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
不
誠
実
な
人
間
に
は
教
え
な
い
情
報
を
貰
え
る
か
も
知

れ
な
い
。
部
屋
探
し
に
お
い
て
も
結
局
大
切
な
の
は
相
手
と

の
信
頼
。
あ
な
た
が
人
生
で
培
っ
た
誠
実
さ
が
報
わ
れ
る
の

は
こ
ん
な
瞬
間
な
の
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、
Ｅ
メ

ー
ル
はhiroshi@livingNY.com 

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

NYに残る掘り出し物を見つける方法

　

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
手
の
ト
ッ

プ
・
ト
ラ
ン
プ
ス
社
は
10
月
５

日
、
盤
上
で
資
産
運
用
を
競
う

定
番
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
モ
ノ
ポ

リ
ー
」
の
Ｎ
Ｙ
市
ク
イ
ー
ン
ズ

版
を
発
売
す
る
。
同
社
は
玩
具

メ
ー
カ
ー
の
ハ
ズ
ブ
ロ
と
提
携

し
同
新
商
品
を
製
作
。
両
社
は

今
年
初
旬
、
ク
イ
ー
ン
ズ
住
民

を
対
象
に
、
地
区
の
ど
の
場
所

を
取
り
入
れ
て
欲
し
い
か
を
問

う
投
票
を
募
っ
た
と
い
う
。
ロ

ッ
カ
ウ
ェ
ー
ビ
ー
チ
や
ク
イ
ー

ン
ズ
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
、
地
下

鉄
７
番
線
ほ
か
、
通
称
「
世
界

の
ボ
ロ
ー
」
が
誇
る
名
所
を
搭

載
し
た
新
作
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

や
非
営
利
団
体
、
不
動
産
を
売

買
し
、
空
想
の
世
界
で
ク
イ
ー

ン
ズ
で
富
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
一
方
、
在
住
者
で
は
な
い
た

め
重
税
を
負
っ
た
り
投
獄
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

　

ト
ッ
プ
・
ト
ラ
ン
プ
ス
社
は

「
７
番
線
に
乗
車
し
た
、
有
名

な
橋
を
渡
っ
た
、
空
港
に
到
着

し
た
こ
と
が
あ
る
、
ク
イ
ー
ン

ズ
を
ど
れ
ほ
ど
知
っ
て
い
る
か

は
さ
て
お
き
、
あ
な
た
は
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
世
界
の
ボ
ロ
ー

に
や
っ
て
き
た
！
名
所
を
買
収

し
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
財
産
を
満
喫
で
き
る
」
と
伝

え
て
い
る
。
同
社
は
近
年
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ー
プ
コ

ッ
ド
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ン
・
ル
イ
ス
・
オ
ビ
ス
ポ
、
タ

ホ
ー
湖
版
を
発
売
し
て
い
る
。

ク
イ
ー
ン
ズ
の
名
所
を
売
買

資産運用ボードゲーム
モノポリー新製品

https://www.redacinc.com/
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
mailto:hiroshi@livingNY.com
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
が
ど
の
よ
う
に
し
て
老
化
防

止
に
役
立
つ
か
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
肌
の
健
康
や
細
胞

の
老
化
を
遅
ら
せ
る
効
果
を
中

心
に
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

観
点
か
ら
水
素
の
役
割
を
探
り

ま
す
。

　

老
化
は
誰
に
で
も
訪
れ
る
自

然
な
過
程
で
す
が
、
そ
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
水
素
は
優
れ
た
抗
酸
化
作

用
を
持
ち
、
体
内
の
活
性
酸
素

を
除
去
し
、
細
胞
の
ダ
メ
ー
ジ

を
防
ぐ
こ
と
で
、
老
化
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
細
胞
が
健
康

な
状
態
を
保
ち
、
老
化
の
兆
候

が
目
立
た
な
く
な
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
水
素
は
肌
の

ハ
リ
や
弾
力
を
保
ち
、
シ
ワ
や

た
る
み
を
予
防
し
ま
す
。ま
た
、

細
胞
の
修
復
を
促
進
し
、
新
陳

代
謝
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
、

若
々
し
い
肌
を
維
持
す
る
助
け

と
な
り
ま
す
。
私
自
身
も
水
素

を
日
常
的
に
摂
取
す
る
こ
と
で

肌
の
透
明
感
を
取
り
戻
し
、
目

の
下
の
ク
マ
が
軽
減
さ
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら

も
、「
50
分
以
上
の
水
素
吸
入

後
、
肌
の
透
明
感
が
増
し
た
」

「
肌
に
ハ
リ
が
出
た
」
と
直
後

に
感
想
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
素
風
呂
に
入

る
こ
と
で
、
全
身
の
肌
や
髪
が

潤
い
、
乾
燥
が
軽
減
さ
れ
る
と

の
報
告
も
多
数
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
水
素
水
を
飲
む
こ
と
で

内
側
か
ら
美
し
さ
を
引
き
出
す

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
全
体
的
な
肌
の
質
感

が
向
上
し
、
見
た
目
が
さ
ら
に

若
々
し
く
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め

に
は
、
水
素
吸
入
、
水
素
水
、

水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
水
素
風

呂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

水
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
総
合
的

に
老
化
防
止
の
効
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

体
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
見

た
目
に
変
化
が
現
れ
る
と
心
も

晴
れ
や
か
に
な
り
、
や
る
気
が

湧
い
て
き
ま
す
。
見
た
目
の
改

善
が
も
た
ら
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

効
果
は
日
常
生
活
で
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
水
素
が
皆
さ
ん
の
若
々

し
さ
と
健
康
を
保
つ
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
水
素
を

取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
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水
素
と
老
化
防
止

　

９
月
22
日
、
爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本

語
学
校
（
平
本
秀
次
校
長
）
は

運
動
会
を
開
催
し
た
。
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
小
学
部
１
年
生

２
人
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
選
手

宣
誓
に
よ
り
開
幕
し
た
。

　

最
初
の
種
目
は
玉
入
れ
。
紅

白
の
玉
が
抜
け
る
よ
う
な
青
空

に
ポ
ン
ポ
ン
と
舞
い
、
か
ご
の

中
は
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
。
続
く
棒
取
り
競

走
、
み
の
む
し
競
走
、
障
害
物

競
走
、
そ
し
て
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
！
」
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
バ
ト
ン
代
わ

り
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
。
幼
稚
園
部
の

親
子
ダ
ン
ス
で
は
、
児
童
が
花

の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
身
に
つ

け
、
保
護
者
が
首
か
ら
レ
イ
を

か
け
輪
に
な
っ
て
踊
る
姿
が
微

笑
ま
し
い
光
景
と
し
て
フ
ィ
ー

ル
ド
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

　

各
学
年
の
代
表
選
手
４
人
が

バ
ト
ン
を
繋
ぐ
紅
白
対
抗
リ
レ

ー
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
を
繰

り
返
す
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
の

競
技
と
な
り
、
大
き
な
声
援
が

飛
び
交
っ
た
。
最
終
種
目
綱
引

き
の
生
徒
の
部
は
、
小
学
部
４

年
生
か
ら
高
等
部
ま
で
の
生
徒

達
が
１
本
の
綱
を
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
引
き
合
っ
た
。
保

護
者
の
部
は
、
児
童
・
生
徒

達
か
ら
の
大
き
な
声
援
を
受

け
「
オ
ー
！
エ
ス
！
オ
ー
！
エ

ス
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、

白
熱
し
た
場
面
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
３
５
人
）
は
9
月
21
日
、
毎

年
恒
例
の
幼
児
部
と
初
等
部
合

同
運
動
会
を
開
催
し
た
。
幼
児

部
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
て
る

て
る
坊
主
の
お
陰
か
天
候
に
恵

ま
れ
、
夏
の
暑
さ
が
残
る
汗
ば

む
陽
気
の
中
、
児
童
は
家
族
や

友
人
達
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
お
弁

当
の
時
間
を
楽
し
み
、
運
動
会

に
挑
ん
だ
。
開
会
式
で
は
小
島

校
長
の
話
の
後
、
6
年
生
の
赤

組
と
白
組
の
代
表
が
元
気
に
選

手
宣
誓
。
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
各
学
年
の
徒
競
走
や
、
幼
児

部
の
ダ
ン
ス
と
玉
入
れ
を
組
み

合
わ
せ
た
チ
ェ
ッ
コ
リ
玉
入

れ
、
4
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
高

学
年
合
同
の
綱
引
き
に
、
保
護

者
リ
レ
ー
、
紅
白
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
中
間
報

告
で
は
赤
組
の
リ
ー
ド
が
伝
え

ら
れ
、
児
童
た
ち
の
応
援
も
盛

り
上
が
っ
た
。
1
年
生
の
親
子

大
玉
こ
ろ
が
し
や
、
年
中
・
年

長
合
同
の
「
獅
子
の
舞
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
さ

せ
る
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た

ほ
か
、
児
童
全
員
で
行
っ
た
応

援
合
戦
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
り
、
声
を
合
わ

せ
て
応
援
歌
を
歌
う
姿
に
保
護

者
ら
は
目
を
細
め
、
会
場
全
体

が
温
か
な
空
気
で
包
ま
れ
た
。

最
終
的
に
今
年
は
赤
組
の
優
勝

と
な
っ
た
が
、
ど
ち
ら
の
チ
ー

ム
も
全
力
で
頑
張
り
、
素
晴
ら

し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

秋
晴
れ
の
運
動
会

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

幼
初
等
部
合
同

運
動
会
を
開
催

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
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社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297


2024年（令和 6年）10月 5日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
フ
レ

デ
ィ
・
テ
ィ
リ
エ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
領
ク
レ
タ
を
「
中
世
に
存

在
し
た
、
唯
一
の
正
真
正
銘
の

植
民
地
」
と
称
し
た
。
確
か
に

大
航
海
時
代
よ
り
も
ず
っ
と
早

く
に
植
民
地
が
あ
っ
た
こ
と
は

稀
有
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

す
っ
か
り
ス
ペ
イ
ン
人
だ
と
思

っ
て
い
た
16
世
紀
の
画
家
エ

ル
・
グ
レ
コ
は
、
ク
レ
タ
島
の

ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン
に
生
ま
れ
、
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
を
経
て
ス
ペ
イ
ン
の

ト
レ
ド
で
活
躍
し
た
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
植
民
地
統
治
の
元
で

ク
レ
タ
島
は
大
い
に
発
展
し
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
通
じ
て
当
時

イ
タ
リ
ア
で
進
展
し
て
い
た
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
て

ギ
リ
シ
ャ
世
界
で
は
他
に
比
類

の
な
い
芸
術
と
文
学
の
復
興
が

も
た
ら
さ
れ
た
そ
う
だ
。
ク
レ

タ
島
が
全
く
異
な
る
の
は
そ
の

た
め
な
の
だ
。

　

さ
て
、
偶
然
に
も
裏
か
ら

入
っ
た
「Moni Arkadiou

」、

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
た
ち
が
作
っ
た

修
道
院
で
有
名
な
フ
ァ
サ
ー
ド

が
あ
る
。
葡
萄
畑
を
横
目
に
正

面
に
回
っ
て
み
た
。
あ
っ
た
。

見
事
だ
。
修
道
院
自
体
は
５
世

紀
に
始
ま
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ

の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
１
５
８
７
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
。
が
、

そ
れ
で
も
強
烈
に
古
い
。
イ
タ

リ
ア
で
よ
く
見
る
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
様
式
の
石
の
壁
に
、
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
で
も
見
た
３
つ
の
鐘
が

建
つ
。
３
つ
の
鐘
は
愛
・
感
謝
・

奉
仕
を
表
す
も
の
だ
と
聞
い
て

い
る
。

　

中
に
入
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
正

教
の
教
会
に
な
っ
て
い
て
、
大

き
な
祭
壇
と
聖
人
た
ち
の
肖
像

画
が
あ
る
。
こ
れ
は
ビ
ザ
ン
チ

ン
美
術
で
は
な
い
の
か
。
ロ
ー

マ
帝
国
は
西
と
東
に
分
断
し
、

東
ロ
ー
マ
が
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国

と
な
り
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
滅
ぼ

さ
れ
る
ま
で
発
展
し
た
。
オ
ス

マ
ン
帝
国
に
な
っ
て
も
そ
の
美

術
様
式
は
正
教
の
中
に
継
承
さ

れ
、
こ
う
し
て
肖
像
画
な
ど
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
馬
上
か

ら
龍
を
対
峙
す
る
少
女
（
？
）

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
掲
載
し
た
ら
、

ギ
リ
シ
ャ
の
友
人
が
「Saint 

George (Agios)

」
だ
と
教
え

て
く
れ
た
。
少
女
で
は
な
い
の

だ
。
彼
が
「
皆
の
も
の
聞
け
、

神
と
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
洗
礼

を
受
け
る
な
ら
、
私
が
龍
を
退

治
し
て
や
ろ
う
」
と
言
う
と
皆

が
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
彼

は
龍
を
退
治
し
た
そ
う
だ
。
龍

の
頭
を
街
か
ら
運
び
出
す
の
に

４
頭
立
て
の
場
所
が
必
要
で
あ

っ
た
そ
う
だ
。
だ
っ
た
ら
、
こ

の
絵
の
縮
尺
は
間
違
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
（
笑
）。

　

本
堂
の
他
に
回
廊
に
な
っ
て

い
る
古
い
建
物
が
並
ぶ
。
そ
こ

に
生
え
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
植

物
、
イ
ー
グ
ル
ス
の
ア
ル
バ
ム

「
ホ
テ
ル
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
思
い
出
す
。

昔
留
学
し
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
似
て

い
る
。
そ
う
、
ス
ペ
イ
ン
の
影

響
だ
。

　

子
供
の
頃
、
父
親
が
札
幌
に

出
張
す
る
と
決
ま
っ
て
バ
タ
ー

飴
を
お
土
産
に
買
っ
て
来
て
く

れ
た
。
そ
の
箱
に
、
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
と
書
い
て
あ
っ
た
。

修
道
院
で
作
っ
た
飴
？
そ
う
な

の
だ
。
修
道
院
で
は
そ
の
地
で

採
れ
る
農
産
物
で
修
道
僧
た
ち

が
保
存
食
を
作
っ
て
い
た
。
売

店
に
行
く
と
、
ワ
イ
ン
を
は
じ

め
、
ハ
チ
ミ
ツ
、
酢
、
飴
な
ど

美
味
し
そ
う
な
品
が
並
ぶ
。
全

部
買
っ
て
帰
り
た
い
。
最
近
野

菜
作
り
に
の
め
り
込
ん
で
し
ま

っ
て
い
る
私
に
は
朗
報
な
こ
と

に
、
野
菜
の
種
が
売
っ
て
い
た

の
で
、
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、
大

変
面
白
い
色
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と

ほ
う
れ
ん
草
（Amarante

と

い
う
種
類
）
を
買
っ
た
。
ク
レ

タ
島
の
太
陽
に
は
及
ば
な
い
が

Ｎ
Ｙ
で
来
年
栽
培
し
て
み
よ
う

と
思
う
。

　

大
き
な
部
屋
に
は
大
き
な
テ

ー
ブ
ル
が
並
ぶ
。
修
道
院
で
は

会
話
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の

で
、
魚
、
野
菜
、
そ
れ
ぞ
れ
の

手
話
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
大
勢

の
修
道
僧
た
ち
が
黙
っ
て
食
事

を
し
て
い
る
姿
が
想
像
で
き

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
古
い
。
そ
の

時
間
の
重
み
が
風
化
し
た
石
に

刻
ま
れ
た
暗
号
（
ギ
リ
シ
ャ
文

字
？
）
か
ら
伺
い
知
れ
る
。
回

廊
も
、
威
勢
よ
く
伸
び
た
庭
の

ハ
ー
ブ
、
高
い
木
、
石
の
門
、

気
持
ち
よ
く
寝
そ
べ
る
猫
た

ち
、
夕
刻
で
も
強
い
太
陽
、
全

て
が
と
て
つ
も
な
く
異
国
情
緒

に
あ
ふ
れ
て
美
し
か
っ
た
。
帰

路
に
着
く
つ
も
り
だ
っ
た
と
こ

ろ
に
こ
の
修
道
院
は
神
か
ら
の

贈
り
物
で
あ
っ
た
。

　

感
動
的
な
修
道
院
を
後
に
し

て
、
今
度
は
本
当
に
帰
路
に
着

く
。
先
ほ
ど
ま
で
正
面
に
眺
め

て
い
た
白
いIda

の
山
を
今
度

は
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
覗
き
な
が

ら
、
ひ
た
す
ら
美
し
い
山
道
を

走
る
。
そ
れ
が
高
速
道
路
に
な

り
、
海
が
見
え
、
ヘ
ラ
ク
リ
オ

ン
の
街
に
入
る
。
ど
う
せ
な
の

で
、
ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン
の
港
に
あ

る
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
砦
も
見
た
。

今
日
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
が
テ
ー
マ

な
の
だ
。
精
密
に
石
を
積
み
上

げ
た
砦
に
今
は
ギ
リ
シ
ャ
の
旗

が
立
っ
て
い
る
。
戦
い
に
は
関

係
な
い
は
ず
の
レ
リ
ー
フ
が
あ

る
。
信
仰
心
の
厚
い
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
人
の
な
す
技
か
。
周
り
を
歩

く
と
ク
レ
タ
島
に
上
陸
し
た
時

の
フ
ェ
リ
ー
ポ
ー
ト
が
あ
る
。

明
日
は
こ
こ
か
ら
再
び
フ
ェ
リ

ー
に
乗
り
ア
テ
ネ
に
戻
る
。

　

ア
パ
ー
ト
に
戻
り
し
ば
し
休

ん
で
夕
食
に
出
る
。
今
日
は
実

質
ク
レ
タ
島
最
後
の
晩
餐
だ
。

こ
こ
は
気
張
っ
て
最
初
の
夜
に

感
動
し
た
バ
ル
デ
ス
に
行
く
。

歩
い
て
５
分
、
路
地
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
日
が
暮
れ
る
港
を
見
張

ら
せ
る
何
と
も
言
え
な
い
美
し

い
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

だ
。
ア
パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
、

ジ
ョ
ー
ジ
か
ら
薦
め
ら
れ
た
前

菜
を
頼
ん
で
い
る
と
な
ん
と
ジ

ョ
ー
ジ
夫
妻
が
現
れ
た
。
気
の

い
い
彼
は
私
た
ち
に
ビ
ー
ル
を

ご
馳
走
し
て
く
れ
、
ま
た
レ
ス

ト
ラ
ン
が
注
文
を
間
違
え
た
と

更
な
る
料
理
を
持
っ
て
来
て
く

れ
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
食
べ
き
れ

な
い
ほ
ど
の
料
理
が
並
ん
だ
。

そ
し
て
店
が
デ
ザ
ー
ト
を
ご
馳

走
し
て
く
れ
た
。
ク
レ
タ
島
の

最
後
の
晩
餐
は
、
こ
と
の
ほ
か

豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

明
日
は
夜
行
フ
ェ
リ
ー
で
ア

テ
ネ
に
戻
る
。
私
た
ち
の
２
週

間
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
は
い
よ
い

よ
大
団
円
を
迎
え
る
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
17
話
　
ク
レ
タ
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
修
道
院

1

　

9
月
11
〜
14
日
にICOM-

NATHIST

（
国
際
博
物
館
会
議

自
然
史
博
物
館
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
国
際
委
員
会
）
の
年
次
会
合

が
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
市
で
開

催
さ
れ
、参
加
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
は
、
ナ
ン
ト
市
自
然
史
博

物
館
で
し
た
が
、
本
稿
で
は
ナ

ン
ト
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
を
縦
断
し
て
流
れ

る
ロ
ワ
ー
ル
川
の
河
口
に
位
置

す
る
ナ
ン
ト
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ・

ア
フ
リ
カ
・
ア
メ
リ
カ
を
結
ぶ

三
角
貿
易
の
拠
点
の
港
町
と
し

て
栄
え
た
都
市
で
す
。
13
〜
16

世
紀
に
か
け
て
、
歴
代
の
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
公
爵
も
こ
の
街
に
居

住
し
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
公
爵
城

は
、
１
５
３
２
年
以
後
ブ
ル
タ

ー
ニ
ュ
滞
在
中
の
フ
ラ
ン
ス
王

家
の
居
城
と
し
て
も
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
お
城
が
、
現
在

ナ
ン
ト
歴
史
博
物
館
と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
ト
と
言
え
ば
、

１
５
９
８
年
4
月
13
日
に
フ
ラ

ン
ス
王
ア
ン
リ
4
世
が
発
布
し

た
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
が
有
名

で
、
ユ
グ
ノ
ー
な
ど
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
信
徒
に
対
し
て
カ
ト

リ
ッ
ク
信
徒
と
ほ
ぼ
同
じ
権
利

を
与
え
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
初
め
て
個
人
の
信
仰
の
自

由
を
認
め
た
勅
令
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
公
爵
城
で
ナ
ン
ト

の
勅
令
が
発
布
さ
れ
ま
し
た

が
、
館
内
の
展
示
は
特
に
重
点

的
に
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
お
ら

ず
、
む
し
ろ
奴
隷
貿
易
が
行
わ

れ
た
歴
史
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ナ

ン
ト
は
18
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ス

第
一
の
奴
隷
貿
易
港
で
、
45
万

人
以
上
の
奴
隷
と
さ
れ
た
人
々

が
ナ
ン
ト
港
を
経
由
し
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
に
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
奴
隷
制
が
廃
止
さ
れ
た

の
は
１
８
４
８
年
の
こ
と
で
、

２
０
０
２
年
に
岸
壁
沿
い
の
歩

道
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヴ
ォ
デ

ィ
チ
コ
と
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家

の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ボ
ン
ダ
ー
に

よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
高
さ
数
メ

ー
ト
ル
に
及
ぶ
「
奴
隷
制
度

廃
止
記
念
碑
（Mémorial de 

l’Abolition de l’Esclavage

）」

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
奴
隷
制

度
の
歴
史
を
象
徴
的
に
表
現
し

た
彫
刻
等
は
、
瞑
想
的
な
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
ト
歴
史
博
物
館
で
は
、

約
3
万
２
０
０
０
点
を
超
え
る

所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
、
期
間
ご
と
に
１
０
０
０

点
以
上
の
貴
重
な
資
料
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
海
外
の
博
物

館
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
10
月
に
計
画
し
て

い
た
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
と
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
の
歴
史
を
テ
ー
マ

に
し
た
企
画
展
が
、
中
国
当
局

か
ら「
チ
ン
ギ
ス・ハ
ー
ン
」「
帝

国
」「
モ
ン
ゴ
ル
語
」
な
ど
の

語
彙
を
削
除
す
る
よ
う
要
請
が

あ
り
、
テ
キ
ス
ト
、
地
図
、
カ

タ
ロ
グ
、
プ
レ
ス
な
ど
す
べ
て

の
制
作
物
を
検
閲
す
る
動
き
す

ら
あ
っ
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
中
止
し
た
こ
と
で
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
欧
米
の
美
術
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
軸
に
、
改
め

て
同
趣
旨
の
企
画
展
を
開
始
す

る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
7
月
に

は
、
長
野
県
小
布
施
の
葛
飾
北

斎
を
中
心
に
扱
っ
た「
北
斎
展
」

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な

お
、ナ
ン
ト
は
、『
海
底
二
万
里
』

を
は
じ
め
数
々
の
空
想
科
学
小

説
を
残
し
た
Ｓ
Ｆ
作
家
ジ
ュ
ー

ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
故
郷
で
も
あ

り
、
近
年
そ
の
世
界
観
を
受
け

継
い
だ
機
械
ア
ー
ト
で
世
界
中

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

 第 499 回

ナント
歴史博物館

https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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EVENT
■第 119・120回ジャパンフェス×ラーメンコンテ
スト＝ 10/5　East Village (4th Ave, 9th - 11th St)、
10/6　Chelsea (6th Ave 24th- 25th st)　10:00 ～
18:00　人気の日系ストリートフェア。今回は、焼
き鳥、クリームパフ、寿司タコスなどのほか、ラー
メンコンテストが行われる。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NYCオフブロードウエーウィーク＝ 10/13
まで  市内の各劇場　チケット購入時にコード
「OBW24」を入れると、１枚の値段で２枚のチ
ケットが手に入る毎年恒例のお得なプロモーショ
ン。参加作品は「ブルーマン」、酔っ払いキャスト
がウイスキーを飲んでシェイクスピア劇を上演する
「Drunk Shakespeare」、タイタニックのパロディー
「Titanique」など 30作。
詳細は https://www.nyctourism.com/off -broadway-
week/
■東京女子大・津田塾大合同同窓会＝ 10/20  14:00  
NY日系人会（49 W 45th St, 5F）NYで活動する映
像作家・溝口尚美さんを招き、溝口さん制作のド
キュメンタリー映画「Ainu　ひと」の上映が行われ
る。懇親会もある。家族・友人の同行も歓迎。会
費＄30。申し込みは電話かテキストメッセージに
て、917・846・5883（東京女子大学・竹田さん）、
908・370・4391（津田塾大学・宮岡さん）まで。
■第 17回 NY・ワイン＆フード・フェスティバル
＝ 10/17～ 20　ブルックリン・アーミー・ターミ
ナルのインベスコ QQQフェスティバル・キャンパ
スで開催。期間中は試飲・試食会のほか、人気シェ
フによる食事会・クッキングクラス、ライブコンサー
ト、ダンスパーティなど約 80のイベントが行われ
る。入場料はイベントによって異なる。
詳細は https://nycwff .org/

CLASS/SEMINAR
■河合塾・帰国生大学入試説明会 2024＝ 10/6・
20・11/3・17・12/1・15　13:00～ 15:00  帰国生
大学入試の概況と今後の受験対策を解説するオンラ
インセミナー。帰国生大学入試を熟知し、長年北米
で受験生の指導をしている進学アドバイザーが分か
りやすく説明する。申し込みは https://forms.offi  ce.
com/r/6XcBRr3hB5から。
■コロンビア大学教授・伊藤隆敏氏による日本経済
についての講演会＝ 10/9  18:30  コロンビア大学ビ
ジネススクール・ゲフェンホール 620号室（645 W 
130th St.）コロンビア大学ビジネススクール日本経
済経営研究所主催の年次講演会。大蔵省（現財務省）
副財務官や経済財政諮問会議の民間議員なども務め
た伊藤氏が、日本経済が直面する 3つの課題と改善
策・打開策案を解説する。講演後は懇親会もある。

入場無料、要事前予約。
詳細は https://business.columbia.edu/cjeb/

MUSIC
■戦後 80周年に向けた平和コンサート「Voices 
for Peace, Sounds for Joy」＝ 10/6　16:00　Good 
Faith-Shephard Presbyterian Church（152 W 66th 
St）日本クラブ混声コーラス部（芸術監督：伊藤玲
阿奈）が Japan Choral Harmony TOMO（音楽監督：
上井雅代）と出演する。またグラミー賞受賞の打楽
器奏者・小川慶太氏や著名な音楽家たちも共演す
る。入場料：＄25　チケットはメール riccs.offi  ce@
gmail.com（Project Re-Member （担当：岩永）まで。

THEATRE/DANCE 
■コメディーショー「Sizzling All Stars & One Hot 
Japanese Guy」 ＝ 10/5 17:00  The Broadway 
Comedy Club（318 W 53rd St,）日本生まれ、米国
育ちの緒方篤監督による米国内外のコメディアン仲
間を集めたショー。コメディアンたちは日本に関す
るジョークも交えてトークする。入場料：＄25（割
引コードは「OGATA」）
詳 細 は https://www.broadwaycomedyclub.com/
shows/sizzling-all-stars-one-hot-japanese-guy/
■第 62回 NY映画祭＝ 10/13まで　リンカーンセ
ンターほか市内 5区の劇場　世界各国から選ばれ
たメイン部門の 32作品、注目新作、ドキュメンタ
リー、実験映画、回顧展など多彩な映画を一挙に
上映する。日本からは空音央監督の初長編劇映画
『HAPPYEND』がメイン部門に選ばれた。近未来の
日本の高校を舞台に、監視社会体制に抵抗する高校
生グループの揺れ動く友情を描く青春映画。
詳細は https://www.fi lmlinc.org/nyff 2024/
■ウクライナ国立バレエ NY公演＝ 10/15・16  
19:30  New York City Center（131 W 55th st）ウク
ライナ国立バレエ（旧キエフ・バレエ）のソビエト
連邦解体後 30年以上ぶりとなる USツアー NY公
演。「瀕死の白鳥」「ドン・キホーテ」「ジゼル 」な
どを上演。特別ゲストとして華やかな衣装をまとっ
た 44人のシュムカ・ダンサーズが民族舞踊を披露
する。チケットやグッズ、個人からの寄付など、収
益の一部は戦争で被害を受けたウクライナの家族に
送られる。入場料：＄45～。
詳細は https://nationalukraineballet.com/

ART
■よろけ織り作家・横山由紀子作品展＝ 10/6ま
で　Loop of the Loom - DUMBO (197 Plymouth St,  
Brooklyn）よろけ織りとはよろけ筬（おさ）と呼ば
れる扇の骨のような形状をした櫛状の道具を使用
し、経糸に曲線を生み出す独特な織り技法。作家の
作品を展示する。入場無料。
詳細は https://loopoftheloom.com
■ひゃくだかずこ写真展「 ORCHARD STREET」
＝ 10/8 ま で  International Center Of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）ひゃくだが 2003年、活気を呈
した 20世紀の繁栄が衰退へと移行する時代の変様
をとどめようとオーチャド通りをモノクロフイルム
で撮り溜めた。今回はその中から 12点を展示する。
入場無料。
詳細は https://artspheres.org/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
日
本
を
拠

点
に
精
力
的
に
活
動
す
る
書
道

家
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
井
上
理
白
の

個
展
が
10
月
22
日
（
火
）
か
ら

27
日
（
日
）
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番

地
４
０
１
号
ブ
ザ
ー
＃
９
）
で

開
催
さ
れ
る
。

　

井
上
は
圧
巻
の
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
企
業
ロ
ゴ
制
作
、
作
品
販

売
・
個
展
の
実
施
で
、
国
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。２
０
２
１
年
以
降
は
国
宝
・

東
大
寺
二
月
堂
で
定
期
的
に
個

展
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
の

傍
ら
書
道
を
担
う
後
進
の
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
仏
教

と
書
道
と
の
深
い
関
係
性
、
書

の
持
つ
線
の
美
し
さ
を
追
求

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
し
て
世

界
へ
書
道
の
真
髄
、
創
造
の
言

霊
（
魂
）
を
伝
え
た
い
と
意
欲

的
に
活
動
し
て
い
る
。同
展
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
個
展
か
ら
10

周
年
の
記
念
開
催
で
も
あ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
午

前
11
時
か
ら
午
後
６
時
。
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
は
27
日

（
日
）
午
後
２
時
か
ら
５
時
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
3
時
か
ら

行
わ
れ
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

http://gallerymaxny.com

ま

た

はhttps://i-rihaku.
com

を
参
照
。

 

星
の
島
句
会

柿
干
す
や
一
村
全
て
南
向
き 

原
ヤ
ス
子

露
と
露
ふ
れ
て
眩
し
き
白
秋
忌 

森
本
由
美
子　

舞
い
降
り
て
落
穂
拾
い
に
加
わ
り
ぬ 

月
野
ぽ
ぽ
な

人
は
消
え
律
の
調
べ
の
波
の
音 

藤
井
マ
サ
太
郎 

真
っ
青
な
空
が
カ
ン
ナ
を
赤
く
す
る 

江
坂
衣
代

hoshinoshima819@gmail.com

　

本
紙
旅
コ
ラ
ム
で
お
馴
染
み

の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳

史
さ
ん
が
、
11
月
１
日
に
ニ
ュ

ー
ア
ル
バ
ム
を
発
表
す
る
。
同

ア
ル
バ
ム
は
す
で
に
世
界
8
国

で
好
評
を
納
め
た
彼
の
ピ
ア

ノ
ト
リ
オ
（
ベ
ー
シ
ス
トBob Gingery

、
ド
ラ
マ
ーBrian 

Woodruff 

）
に
Ｎ
Ｙ
の
若
手

サ
ッ
ク
ス
奏
者
（Hashem 

Assadullahi

）
を
加
え
た
カ
ル

テ
ッ
ト
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
全

員
の
曲
に
加
え
て
浅
井
が
書
き

下
ろ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
6
曲
で

構
成
さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
の
伝
統
を

重
ん
じ
な
が
ら
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
10
月
25
日
（
金
）
午

後
９
時
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

名
門
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
「Fiction 

Brooklyn

」（308 Hooper 
St

）
で
ア
ル
バ
ム
リ
リ
ー
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
入
場

無
料
。
ア
ル
バ
ム
は
全
て
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
。
問
い
合
わ
せ
、

Ｃ
Ｄ
の
購
入
は
Ｅ
メ
ー
ルi@

takeshiasai.com

ま
で
。

浅井岳史が新ＣＤ
25日に
コンサート

井
上
理
白
が
書
道
展

27
日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ

https://shopnyseikatsu.com/
https://business.columbia.edu/cjeb/
https://nationalukraineballet.com/
https://loopoftheloom.com
https://artspheres.org/
https://www.japanfes.com
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week/
https://nycwff.org
https://forms.offi
http://gallerymaxny.com
http://gallerymaxny.com
http://gallerymaxny.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.broadwaycomedyclub.com/shows/sizzling-all-stars-one-hot-japanese-guy/
https://www.filmlinc.org/nyff2024/
https://i-rihaku.com
mailto:i@takeshiasai.com
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３

番
地)　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
10
月

４
日
（
金
）
か
ら
来
年
１
月
19

日
ま
で
、
日
本
を
代
表
す
る
人

形
浄
瑠
璃
文
楽
の
舞
台
裏
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
展
覧
会　

「Bunraku Backstage

（
文
楽

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
）」
を
開
催

す
る
。

　

こ
の
秋
、
Ｊ
Ｓ
で
の
文
楽
公

演
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
同
展

で
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
命
を
吹

き
込
む
、
緻
密
な
職
人
技
と
芸

術
性
を
紹
介
。
大
阪
の
国
立
文

楽
劇
場
創
立
40
周
年
を
記
念
し

て
、
同
劇
場
所
蔵
か
ら
貸
し
出

さ
れ
た
人
形
、
小
道
具
、
楽
器

な
ど
を
、
バ
ー
バ
ラ
・
カ
ー
テ

ィ
ス
・
足
立
文
楽
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
と
と
も

に
展
示
す
る
。
現
代
美
術
家
の

杉
本
博
司
、
田
村
友
一
郎
、
バ

ジ
ル
・
ツ
イ
ス
ト
に
よ
る
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
文
楽
を
復
活
さ
せ

て
再
解
釈
し
、
人
形
浄
瑠
璃
が

現
在
に
与
え
る
影
響
を
探
求
す

る
も
の
。
文
楽
の
舞
台
上
演
に

関
わ
る
複
雑
な
共
同
作
業
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

開
廊
時
間
は
木
〜
日
曜
の
正

午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
入

場
料
は
一
般
12
ド
ル
、
シ
ニ

ア
・
学
生
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
・
16
歳
以
下
は
無
料
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org

文
楽
の
舞
台
裏

Ｊ
Ｓ
で
展
示

　

台
湾
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
Ｎ
Ｙ
で
活
動
す
る
林
世
宝
さ

ん
が
使
用
済
み
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

を
３
万
枚
使
っ
て
十
二
支
を
作

っ
た
ア
ー
ト
作
品
展「Ancient 

Culture in Modern Dress: 
Zodiac Art Exhibit

」
を
ワ
ー

ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
オ

キ
ュ
ラ
ス
で
今
月
７
日
ま
で
展

示
し
て
い
る
。

　

林
さ
ん
は
「
私
が
こ
う
い
っ

た
ア
ー
ト
を
始
め
た
の
は
35
年

前
。
日
本
留
学
時
代
に
1
円
玉

で
作
っ
た
像
が
最
初
で
、
次
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
制
作
し
た

１
０
０
万
枚
の
ペ
ニ
ー
像
「
平

和
行
進
曲
」、
そ
れ
か
ら
ペ
ン
、

携
帯
電
話
、
野
球
の
ボ
ー
ル
な

ど
、
家
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品

や
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
提
供
し
て

も
ら
い
作
品
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
１
９
年
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
今

回
展
示
す
る
メ
ト
ロ
カ
ー
ド

を
素
材
に
し
た
十
二
支
で
す
。

２
０
１
８
年
の
終
わ
り
、
数
年

後
に
は
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
が
廃
止

さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
き

っ
か
け
で
し
た
。
集
め
た
カ
ー

ド
は
3
万
枚
、
最
後
の
羊
が
先

月
よ
う
や
く
完
成
に
た
ど
り
着

き
、
12
体
全
部
が
揃
い
ま
し

た
。
十
二
支
の
起
源
は
古
く
、

中
国
で
は
今
か
ら
３
０
０
０
〜

３
５
０
０
年
く
ら
い
前
よ
り
暦

の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
、日
本
、

台
湾
、
韓
国
な
ど
旧
暦
を
使
う

ア
ジ
ア
共
通
の
文
化
。
世
界
中

か
ら
人
が
集
ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
、
人
種
、
言
葉
、
文
化
が

異
な
る
老
若
男
女
が
い
る
中
、

す
べ
て
の
人
が
12
の
動
物
の
ど

れ
か
に
当
て
は
ま
る
の
は
実
に

面
白
く
親
し
み
が
湧
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。
午
前
10
時
か

ら
午
後
6
時
。
入
場
無
料
。

林
世
宝
が
オ
キ
ュ
ラ
ス
で

メトロカードのジャケット展
　

久
留
米
絣
（
か
す
り
）
の
芸

術
性
と
進
化
を
探
る
1
日
限
り

の
展
示
会
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
９
月

26
日
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
夏
、

坂
田
織
物
（
福
岡
県
八
女
郡
広

川
町
）
に
職
人
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
弟
子
研
修
生
と
し
て
参
加

し
た
ア
メ
リ
カ
人
テ
キ
ス
タ
イ

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
３
人
が
、
米
国

帰
国
後
の
体
験
報
告
を
し
て
実

際
に
制
作
し
た
絣
の
作
品
を
展

示
し
た
。
日
本
か
ら
弟
子
研
修

生
を
受
け
入
れ
た
坂
田
織
物
の

３
代
目
代
表
取
締
役
の
坂
田
和

生
さ
ん
が
来
米
し
、
久
留
米
絣

の
起
源
か
ら
現
代
に
お
け
る
意

義
ま
で
を
語
り
、
複
雑
な
生
産

工
程
、
こ
の
工
芸
品
の
文
化
的

意
義
、
そ
し
て
久
留
米
絣
の
保

存
と
、
日
本
国
内
お
よ
び
国
際

的
な
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
美
術
大
学
の
修

士
課
程
を
卒
業
し
た
3
人
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
絣
織
り
の
技

術
や
地
元
の
生
活
様
式
に
深
く

触
れ
た
福
岡
県
久
留
米
市
で
の

体
験
を
語
っ
た
。
坂
田
氏
に
よ

る
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今

年
で
３
年
目
で
、
日
本
の
絣
織

物
産
業
が
先
細
り
に
な
る
な
か

で
海
外
に
活
路
を
求
め
て
見
本

市
に
過
去
何
度
か
参
加
し
た
が

商
談
に
は
至
ら
な
か
っ
た
経
験

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
に
そ
の
伝

統
と
素
晴
ら
し
さ
を
実
際
に
体

験
し
て
知
っ
て
も
ら
い
、
伝
達

者
に
な
っ
て
も
ら
う
試
み
に
転

換
し
た
と
い
う
。「
文
化
と
産

業
の
共
存
が
で
き
た
例
と
し
て

参
加
者
か
ら
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
な
視
点
で
見
直
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

研
修
に
参
加
し
た
ロ
ミ
リ

ー
・
リ
ン
ク
さ
ん
は
「
久
留
米

絣
は
、
生
き
た
繊
維
で
躍
動
感

を
感
じ
、
職
人
の
技
術
が
こ
め

ら
れ
た
伝
統
あ
る
特
別
な
文
化

だ
と
思
う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
久
留
米
絣

の
伝
統
技
法
と
和
の
暖
か
さ
を

現
代
的
に
表
現
す
る
展
示
も
行

わ
れ
た
。
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

専
門
職
大
学
4
年
在
学
中
の
現

代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
宮
坂 

青

さ
ん
＝
写
真
右
＝
は
色
鮮
や
か

な
染
色
の
中
に
ダ
ル
マ
や
お
か

め
な
ど
日
本
の
伝
統
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
作
品
を
展

示
し
た
。
自
身
も
革
と
着
物
を

合
体
さ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
に
作
品
を
作
っ
て
い
た

が
、
絣
の
魅
力
を
知
り
新
た
な

挑
戦
を
し
て
い
る
と
い
う
。

久
留
米
絣
の
魅
力
Ｎ
Ｙ
披
露

訪
日
体
験
者
が
報
告
展
示
会

来
米
し
た
坂
田
代
表
（
右
）
と
訪
日
し
た
研
修
生
た
ち

カ
ラ
フ
ル
な
現
代
版
ア
レ
ン
ジ
も

https://tokitaseed.co.jp/
https://japansociety.org
https://japansociety.org
https://japansociety.org



